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一九
『本草綱目』に見る周産期の妊産婦管理に関する漢薬
内 　野 　　　花
はじめに
　分娩や娩出の前後におこり得るさまざまな諸症状は、ときとして一刻
一秒をあらそうものであり、古代より、母子ともに生命の安全を確保することが第一要素であった。出産に関する諸症状を扱う周産期の医書には、その危機 回避するために、服薬・飲食・言動をはじめとする妊産婦の行動規制を「妊娠禁忌」 「妊娠将理法」として、項目を掲げている。
　これら項目としての「妊娠禁忌」 「妊娠将理法」は、あらゆる医書に
設けられ、守るべき事項として受け継がれてきた。大きく、①「胎前」② 「産難」③ 「産後」の三つの段階に分か おり、これは周産期に関する医書のみに限らず、本草書にも広く用いられている。明 李時珍の著した『本草綱目』主治 　巻四では、さらにそれぞれの段階を ①「安胎」 、②「催生」 「滑胎」 「胎死」 「堕生胎」 、 ③「補虚活血」 「血運」 「血気痛」 「下血過多」 「風痙」 寒熱 「血渇」 「下乳汁」 「回乳」と細分し 個々に適する本草を記している。また、 「陰病」の項があり、 陰脱 「産門不合があるが、これらも周産期にお る妊産婦の症状 して含められている
　これらの妊娠禁忌・将理法は、年月とともに受け継がれてきたもので
あり、南宋の嘉煕元年（一二三七） 大成された 現在 産婦人科の診
療領域に該当する「婦科」全般に関する専門書を初めて纏めた陳自明の『婦人大全良方
①』にも記載されている。いかに「安胎」が古代よりひと
びとの関心をあつめてきたものかを読み取ることができるのである。
　中医学の基礎を担い続けた本草学であるが、研究対象としては、薬理
学、もしくは書誌学という単一の視点からの一方通行的なものであり、双方向的なもの わずかである
②。さらに、周産期に関する本草について
特記すると 周産期医学史と同じく注目されることはほとんど く、わずかに婦人科全般を対象とした薬理学的視点によ 研究
③がなされてきた
だけである。
　そこで、本稿ではさまざまな周産期専門書に必ず取りあげられている「服薬禁忌」を含む周産期の妊産婦管理に関する漢薬について、本草学の大著、明の李時珍の『本草綱目』を基本としてその薬効、およびそれらの処方の基本理念を中心に述べてみたい。一、 『本草綱目』成立以前の本草書に見る妊 婦管理
　周産期をはじめとする中医学全般は その歴史において、本草学とと
もに発展してきた。中医学の歴史を紐解けば、本草学の歴史 自然 知
二〇
ることができよう。たとえば、古くは、 『淮南子』修務訓に、
（神農）嘗百草之滋味、水泉之甘苦、令民知所避就。
とみるように、ひとびとはさまざまな植物薬や動物薬、鉱物薬を用いての治療を行っていたのである。
　黄帝の名で編纂された『黄帝内経
④』と同じく、経験則の総集編纂であ
る『神農本草経
⑤』は、漢代以前にその薬効が判明していた本草をすべて
網羅したもので、全三六五種があげられている。その内訳は、植物薬二五二種、動物薬六七種、鉱物薬四六種で、大黄や当帰 どその薬効が確認され、現在でも用いられてい 本草も記されている。長沙馬王堆漢墓の多数の副葬品の中にさまざまな本草 ったように、本草に関する機能や有効性など 漢代の知識水準の高さを窺い知るこ ができる。しかし、当時は神仙思想が流布していたためか、不老長生の目的のも に編纂されていると見受けられ 。全三 五 本草 、 に役立つ順に上中下の三品、即ち上品・一二〇種
⑥、中品・一二〇種
⑦、下品・一二五
種
⑧に分類しているのである。
　この『神農本草経』は、梁代に陶弘景によって整理・改訂され、 『名
医別録
⑨』としてなり、薬種も三六五種から約二倍の七三〇種となった。
唐代になると、国家プロジェクトとして『新修本草
⑩』が編纂される。最
初の政府刊行の本草事典である。その後、数度の改訂が行われ、国家レベルでは、五代の『蜀本草』 、宋の『開宝新評定本草』 『開宝重定本草』 、『嘉祐補注本草』があり、 個人レベルでは、 唐・陳蔵器の『本草拾遺』 、 宋・作者不明の『日華子諸家本草』 、宋・唐慎微の『経史証類備急本草』 、宋・冦宗奭の『本草衍義
⑪』などがある。
　これらの改訂を経て、ついに明の医薬学の大家であった李時珍が自ら
本草を採取して実験し、民間のひとびとにも教えを請い、一切の巫術との関わり 排除 『本草綱目
⑫』を完成させる。自らの実践的研究と植
物生態学・分類学や動物生態学・生理学、鉱物学などに基づいた科学的本草学書である。約三〇年の年月をかけて、八〇〇あまりの書籍を参考にして一八九二種の本草を収録、一六部、五二巻からなる。こ に用いられた植物分類法は、のちの植物分類の基礎ともなってい
　時代が下って清代になると、趙学敏が七一六種の本草についての『本
草綱目拾遺』を著す。冬虫夏草や万年青など、収録された大半が『本草綱目』には未収録のもので、中国 学におい 重要な書である。
　このような、前代の軌跡の累積というかたちで発展してきた本草学で
あるが、 『本草綱目』成立以前の本草書に記された周産期に関する本草やその処方とは、どのようなものであったのだろうか。
　『神農本草経』は、さまざまな症状についての項目をあげることなく、
個々の本草について、その薬効をあげている。たとえば、周産期 関するものとして、巻一 　上経の桑上寄生には、
桑上寄生 　味苦平。主腰痛、小児背強癰腫、
安胎
、充肌膚、堅髪歯、
長鬚眉。其実明目、軽身。一名寄屑、一名寓木 一名宛童、生川谷。
とある。また、巻二 　中経の瞿麦の項には、次のようにある。
瞿麦 　味苦寒。主関格諸癃結、小便不通 出刺決癰腫、明目去翳、破胎堕子
、下閉血。一名巨句麥。生川谷。
　同書巻三 　下経の螻蛄の項には、
二一
螻蛄 　味鹹寒。主
産難
、出肉中刺、潰癰腫、下哽噎、解毒除悪創。
一名
蟪
蛄蟵、一名天蛄、一名
。夜出者良。生平沢。
と（傍線＝筆者付加、以下同じ。 ）記しているのである。この記述から見て取れるように、 『神農本草経』においては、該当本草の用途と生態のみであり、その形状や採取方法などは記載され ない。これが『名医別録』 は、次のようになる。上品 　巻一 　桑上寄生には、
桑上寄生 　味甘、無毒。主治金創、去痺、女子崩中、内傷不足、
産
後余疾
、
下乳汁
。一名蔦。生弘農桑樹上。三月三日採茎、葉、陰乾。
とあり、中品 　巻二 　瞿麦には、
瞿麦 　味辛、無毒。主養腎気、逐膀胱邪逆、
止霍乱
、長毛髪。一名
大菊、一名大蘭。生太山。立秋採実、陰乾。
とある。また、下品 　巻三 　螻蛄に
　　螻蛄 　無毒。生東城、夏至取、暴乾。
とあり、桑上寄生は安胎から産後の疾病や催乳へ
⑬、瞿麦は堕胎から激し
い吐瀉を伴う胃腸疾患（＝霍乱）の治療薬へ
⑭、螻蛄は産難から用途不明
へと、その用途の変化もさることながら、採取方法も記載されており、内容が充実していることがわかる。さらに、これが唐の『新修本草』なると、各々の本草ごとの記載以外に 症例を項目にあげ、それに適する本草をあげている。
　周産期に関する項目は、 「安胎」 「堕胎」 「難産」 「産後病」 「下乳汁」
の五項目であり、 「安胎」は八種
⑮、 「堕胎」は四二種
⑯、 「難産」は一七種
⑰、 「産
後病」は六種
⑱、 「下乳汁」は七種
⑲の本草がそれぞれ記載されている。
　前掲の二書で取りあげた桑上寄生と瞿麦、螻蛄は、それぞれ「安胎」 、
「堕胎」 、 「堕胎・難産」の本草としてあげられているが、その記載内容を見てみる。木部上品 　巻十二の桑上寄生には、
桑上寄生、味苦、甘、平、無毒。主腰痛、小児背強、癰腫、安胎、充肌膚、堅髪歯、長鬚眉。主治金創、去痺、女子崩中、内傷不足、産後余疾、下乳汁。其実明目、軽身。一名寄屑、一名寓木 一名宛童、一名蔦。生弘農川谷桑樹上。三月三日採茎、葉 陰乾。
とあり、草部中品之上 　巻八の瞿麦には、
瞿麦、味苦 辛、寒 無毒。主関格諸癃結、小便不通、出刺決癰腫、明目去
瞖
、破胎堕子、下閉血。養腎気、逐膀胱邪逆、止霍乱、長毛
髪。一名巨句麥。一名大菊、一名大蘭 生太山川谷。立秋採実 陰乾。
とあり、虫魚部 　巻十六の螻蛄には、
螻蛄 　味鹹、寒、無毒。主産難 出肉中刺 潰癰腫、下哽噎 解毒除悪創。一名
蟪
蛄、一名天蛄、一名
。夜出者良。生東城平沢。夏
至取、暴乾
とある。それぞれの記載内容から、それまでに著された本草書を参照して、その不可分を補填するかたちで編纂さ たことが読みとれる。また、個々の該当本草は、 『本草綱目』にあげられているものも多く、少なくとも唐代には、これらの本草がその該当薬効を持つも として処方・服用されていたことを窺い知ること できる。では、個人レベルで著述されたものはどうであろうか
　『本草衍義』では、症例を項目にあげることなく、各本草について、
その当時の最高品種と形状 使用方法 理念などが記載されている。桑
二二
上寄生、瞿麦、螻蛄はそれぞれ巻十三、巻九、巻十七に記載されている。
　桑上寄生は、
桑寄生 　新旧書云、今処処有之、従宦南北、実処処難得。豈歳歳窠斫摘踐之苦、而不能生邪。抑方宜不同也。若以為鳥食物子洛枝節間感気而生。則麥當生麥。穀當生穀、不當但生此一物也。又有於柔滑細枝上生者。如何得子洛枝節間、由是言之、自是感造化之気。別是一物、古人当日惟取桑上者。実仮其気耳。又云今医家鮮用、此極誤矣。今医家非不用也 第以難得真桑上者。嘗得真桑寄生、下嚥必験如神。向承乏呉山、有求薬於諸邑 乃遍令人捜摘、卒不可得。遂以実告。甚不楽。蓋不敢以偽 罔人、隣邑有人偽以他木寄生送之服之逾月而死 哀哉
とあり、瞿麦は、
瞿麦 　八政散用瞿麦。今人為至要薬、若心経雖有熱而小腸虚者、服之則心熱未退而小腸別作病矣。料其意者 不過為心與小腸為伝送故用此入小腸薬。按経瞿麦並不治心熱。若心無大熱、則當止治其心。若或制之不尽、須當求其属以衰之 用八政散者 其意如此。
とある。そして、螻蛄は、
螻蛄 　此虫当立夏後至夜則鳴。月令謂之螻
蟈
鳴者是矣。其声如蚯蚓。
此乃是五伎而無一長者。
とあり、その当時に流通していた本草の生産地や形態、陰陽五行説に則した肉体と病気との相関関係などが記載されている。個人の視点に立って著されているとはいえ、当時のひとびとが健康に関心を寄せていたことを読みとることができる である。
　それでは、李時珍の『本草綱目』には、周産期の諸症状に対して、ど
のような本草をあげているのか、次に見てみる。二、 『本草綱目』に見る妊産婦管理
① 　産前
　多種多様な医書中で、周産期に関する各項目の大部分を占めているの
は服薬・飲食であり、特に飲食に関しては、俗信・迷信の類も数多く含まれている。たとえば 『婦人良方』巻十一 　候胎門 　食忌論第五には、
食鷄肉糯米合食、令子生寸白蟲。食羊肝、令子生多厄。食鯉魚鱠及鷄子、令兒成疳多瘡。食犬肉、令子聲音。食兔肉、令子脣缺。食鼈、令子項短及損胎。食鴨子共桑椹同食、令子倒生心寒。食
螃
蟹、令子
横生。食雀肉合豆醤食之、令子面生
點黑子。食豆醤合蕾香食之、
堕胎、食水漿絶産。食雀肉、令 不恥多淫。食山羊肉、令子多病。食生薑、令子多指生瘡 蝦蟆蝉魚 兒瘖唖。食驢騾肉、延月難産。
とあり、ウサギやスッポン、カニ、スズメ、生姜、ロバ ラバ にその形状や行動様式に由来するもの、魚介類のように寄生虫が多いために腹痛・下痢などの諸症状が出て、利尿作用や抗腫瘍作用の る薬の服用を余儀なくさせられるもの、食べ合わせ 悪いものなどがあげられているのである。
　これらのなかでも、俗信・迷信の類が多いのは、次のことがらに起因
していると考えられ ひとつは、近代 おける西洋医学の流入まで詳
二三
細な生理学や病理学、経験則による薬効ではなく科学分析に基づいた薬理成分 ど、十分に解明されていなかった点が多数あったことであり、もうひとつは、医 との関係が密接であった巫術の影響である。病の平癒や祈祷に際して 平易かつ納得しやすい病理解説が求められ と同時に、それを利用して人心を操作することができたのである。経験則や学術知識による診療も行っ いたであろうが、俗信・迷信は消滅することなく、現在までも語られてきたと推測でき 。
　また、服薬に関して、同巻 　候胎門 　孕婦薬忌歌第六には、
蚖
水蛭地膽蟲。烏頭附子配天雄。躑躅野葛螻蛄類。烏啄側子及虻
蟲。牛黄水銀并巴豆。大戟蛇蛻及蜈蚣。牛膝藜蘆并薏苡。金石錫粉及雌雄 牙硝芒硝牡丹桂 蜥蜴飛生
蟲。代赭
蚱
蝉胡粉麝。芫花
薇銜草三稜 槐子牽牛 皂角 桃仁
蠐
螬和茅根。
根
硇
砂與乾漆。
亭長波流
菵
草中。瞿麥
茹蟹爪甲。蝟皮赤箭赤頭紅。馬刀石蠶衣魚
等。半夏南星通草同。乾薑蒜鶏及鶏子。驢肉兎肉不須供。切須婦人産前忌、此歌宜記在心胸
と妊娠中の服薬薬忌を示している。これらの本草は時代を超え 伝えられ、 『本草綱目』で大成する
⑳。列挙されている本草は経験則に基づくも
のではあるが、母胎や胎児に悪影響を及ぼす作用や毒性を持つ のとて、古くから認識されていたことがわかる。周産期の妊産婦管理の本草には、ど ようなものがあげられているのだろうか。
　「胎前
」の項には、 〔子煩
〕 〔胎啼
〕を含む「安胎
」の項目で構成され
ており、あげられている本草は次 とおりであ 。
　「安胎」
黄
芩
  白朮
  続断
  益母草
  丹参
  青竹茹
  竹瀝
  白薬子
  黄連
  知母
  枳
殻
  大棗
  縮砂仁
  香附子
  檳榔
  益智子
  大腹皮
  欅皮
  陳橘皮
  藿
香
  木
香
  紫蘇
  芎
藭
  当帰
  朱砂
  葱白
  薤白
  艾葉
  阿膠
  黄明膠
  秦
艽
  木
賊
  生地黄
  桑寄生
  醤豆
  赤小豆芽
  桃梟
  蓬房
  百草霜
  鶏子
  鹿角
  生
銀
  代赭石
  鹿茸
  麋角
  黒雌鶏
  豉
汁
  大薊
  蒲黄
  蒲蒻
  売子木
  菖
蒲
  荷鼻
  糯米
  秫
米
  粳米
  蜜蠟
  熟地黄
  苧根
  葵根
  五倍子
  鶏卵
黄
  鶏肝
  竜骨
  鉄秤錘
  人参
  黄
芪
  弩弦
  蛇蛻
  伏竜肝
  井底泥
  犬尿
泥
  嫩巻荷葉
〔子煩〕竹瀝
  葡萄
  黄連
  知母
  生銀
  蟹爪
〔胎啼〕黄連
　これらは植物薬・動物薬・鉱物薬を含むさまざまな本草であるが、そ
の主な薬理
は凝固、溶血、止血、強壮、鎮静であり、血圧降下作用のあ
るも もある。白朮や続断のように凝固作用で流産を防ぐものや、竹瀝や香附子 ように溶血・鎮静作用で妊娠嘔吐や妊娠悪阻の症状を改善するものなど、母胎と胎児とをより良い状態で共生できること 前提としてい 。
② 　産難
　次の「産難
」の項は、 「催生
」 「滑胎
」 「胎死
」 「堕生胎
」の四項目で構
成されており、薬剤数 最大である。それぞれ該当の本草は次のとおりである。
二四
　②
－
1「催生」
香附子
  人参
  白芷
  益母草
  蒺
藜子
  貝母
  麻子仁
  黄麻根
  塩
豉
  皂莢
子
  柞木皮
  乳香
  竜脳
  鳳仙子
  山
楂
子
  桃仁
  牛屎中大豆
  槐実
  舂杵
糠
  柑橘
瓤
  蓮花
  胡麻
  赤石脂
  代赭石
  禹余粮
  石蟹
  蛇黄
  鰾膠
  蛟
髄
  白鶏距
  白雄鶏毛
  鶏子白
  鳥鶏冠血
  兔血
  兔脳
  兔皮毛
  敗筆頭
灰
  鼠灰
  騾蹄灰
  麝香
  羚羊角尖
  狗毛灰
  白狗血
  猪心血
  真珠
  鱉
甲
  亀甲
  生亀
  海馬
  文
鰩
魚
  本婦爪甲
  人尿
  蚕蛻紙灰
  土蜂窠
  弾
丸
  松煙墨
  芒消
  雲母粉
  諸鉄器
  布針
  鉄
鑊
銹
  馬銜
  銅弩
  古文銭
  銃
楔灰
  箭桿
  弓弩弦
  鑿柄木灰
  破草鞋灰
  簸箕
  車脂
  夫
裩
帯
  鍾馗左
脚
  蛇蛻
  鹿糞
  猪膏
  五霊脂
  牛膝
  地黄
  洗児湯
  井底泥
  灶
突後黒
土
  金箔
　②
－
2「滑胎」
楡白皮
  牽牛子
  冬葵子
  葵花
  黄葵子
  車前子
  蜀黍根
  赤小豆
  馬檳
榔
  当帰
  慈姑
  瞿麦
  酸漿子
  木通
  通草
  沢瀉
  預知子
  水松
  馬歯
莧
  黄楊葉
  海帯
  麦蘖
  滑石
  漿水
  蜂蜜
  蒲黄
  蓖麻仁
  本婦鞋
  蟻蛭
土
  牛屎
  食塩
  釜下墨
  磨刀水
  赤馬皮
  馬銜
  郎君子
  飛生
  石燕
  厠
籌
  女中衣
  乱発
  市門土
  海馬
  文
鰩
魚
  獺皮
  生亀

　②
－
3「胎死」
当帰
  丹参
  黄葵子
  瞿麦
  益母草
  貝母
  鬼臼
  紅花
  大麦蘖
  麦
麯
  紫金
藤
  苦瓠
  雀麦
  大豆
  胡麻油
  肉桂
  楡白皮
  皂莢刺灰
  木莓根皮
  炊蔽
灰
  松煙墨
  蓖麻子
  伏竜肝
  水銀
  胡粉
  硇
砂
  丹砂
  斑
蝥
  蟹爪
  夜明砂
灰
  鳥鶏
  鶏卵黄
  雌鶏屎
  鹿角屑
  羊血
  人尿
　②
－
4「堕生胎」
附子
  天雄
  鳥啄
  側子
  半夏
  天南星
  玄胡索
  補骨脂
  莽草
  商陸
  瞿
麦
  牛膝
  羊躑躅
  土瓜根
  薏苡根
  茜根
  蒺
藜
  紅花
  茅根
  鬼箭羽
  牡丹
皮
  大麦蘖
  麦
麯
 
茹
  大戟
  薇銜
  黒牽牛
  三棱
  野葛
  藜蘆
  干姜
  桂
心
  皂莢
  干漆
  槐実
  巴豆
 
根
  衣魚
  螻蛄
  虻虫
  水蛭
 
虫
  蠐
螬
  蚱
蝉
  斑
蝥
  芫青
  地膽
  蜈蚣
  蛇蛻
  石蚕
  馬刀
  飛生
  亭長
  蜥蜴
  蟹爪
  鶏
卵白
  麝香
  石蟹
  硇
砂
  水銀
  胡粉
  琉璃瓶
  雄黄
  雌黄
  朴消
  代赭
  牛
黄
  茶湯
  安息香
  芫花根
  土牛膝根
  苦実把豆児
　「催生」 （②
－
1） 、つまり分娩誘発であるが、 「横産
」や「倒産
」 、過
期妊娠などの難産を容易にしたり、胎盤の娩出を促したりするときも含んでいる。益母草や牛膝など、これらの薬効は利尿作用や子宮筋弛緩収縮作用などであり、現代医学から見ても合理的である。
　服薬で分娩を容易にする「滑胎」 （②
－
2）に、あげられている本草
の薬効の多くが利尿や鎮痛であり、平滑筋興奮作用のある当帰などもある。しかし、なかには迷信まがいのものも含まれている。たとえば、食塩や釜下墨は「逆産
」の児の足にこれらを塗ったり描いたりすると治る

とされ、海馬・文
鰩
魚・獺皮・生亀 至ってはその形状や敏捷性からで
あろうか、臨月に身につけることで分娩が容易になる
とされている。
　子宮内胎児死亡（②
－
3「胎死」 ）の際は、早急に子宮内容物除去術
を施術することが望まれる
ため、紅花や肉桂のような、浄血、解毒、持
続性収縮作用などの薬効をもつ本草があげられている。
　人工妊娠中絶（②
－
4「堕生胎」 ）の際に用いるものは、有毒なもの
が多い。その薬効は主に、利尿 解毒、消腫で り、皂莢や虻虫、
虫
二五
のように溶血作用、牛膝や水蛭のように子宮筋弛緩収縮作用をもつものもあげられている。
③ 　産後
　「産後」の項には、 「補虚活血」 「血運」 「血気痛
」 「下血過多」 「風痙
」 「寒
熱
」 「血渇」 「下乳汁
」 「回乳
」の九項目
がある。本稿では、 ここに「陰病」
の項の「陰脱
」 「産門不合
」を合わせて取り扱うことにした。それぞれ
該当 薬剤は次のとおりで る。
　③
－
1「補虚活血」
人参
  当帰
  蒲黄
  蘇木
  黄
芪
  杜仲
  澤蘭
  益母草
  茺
蔚子
  地黄
  桃
仁
  薤白
  何首鳥
  麻子仁
  玄参
  蜀椒
  蚺
蛇膏
  蟶
  淡菜
  阿膠
  童尿
  羊
肉
  羊脂
  黄雌鶏
  黒雌鶏
  狗頭
  繁綏
  馬歯
莧
  蕓薹子
　③
－
2「血運」
紅花
  茜根
  紅
麯
  神
麯
  虎杖
  夏枯草
  松煙墨
  白紙灰
  鰾膠
  鶏子
  産婦
血
  接骨木
  続断
  紅薬子
  百合
  香附子
  漆器
  米醋
　③
－
3「血気痛」
丹参
  敗芒箔
  三七
  芎
藭
  三棱
  莪茂
  甘蕉根
  玄胡索
  鶏冠花
  大黄
  虎
杖
  鏨菜
  蒴
藋
  紅藍花
  赤小豆
  羊蹄実
  敗醤
  牛膝
  紅
麯
  槐耳
  姜
黄
  郁金
  蓮薏
  生姜
  三歳陳棗核
  山
楂
  秦椒
  桂心
  天竺桂
  梫
木
  質
汗
  芫花
  櫚木
  庵
  劉寄奴
  天仙藤
  没薬
  慈姑
  荷葉
  枳実
  石刺
木
  紫荊皮
  鬼箭羽
  琥珀
  茱萸根白皮
  升麻
  麻黄
  布
  釜下墨
  伏竜
肝
  戸限下土
  自然銅
  鉄斧
  鉄秤錘
  石琅玕
  鳥金石
  姜石
  蟹爪
  鶏子
白
  羊血
  鹿角
  羚羊角
  海馬
  白僵蚕
  五霊脂
  伏翼
  竜胎
  兔頭
  干漆
　③
－
4「下血過多」
貫衆
  艾葉
  紫
菀
  石菖蒲
  櫧木皮
  椿白皮
  桑白皮
  百草霜
  鳥毡皮
  鱔
魚
  凌霄花
  旋覆花
  紫背金盤
  小薊
  代赭石
  松煙墨
　③
－
5「風痙」
荊芥
  白朮
  羌活
  黒大豆
  穭豆
  鶏尿
  白鮮皮
  竹瀝
  地楡
  鶏蘇
  井泉
石
  鹿肉
　③
－
6「寒熱」
柴胡
  白馬通灰
  羖
羊角灰
  苦参
  甘竹根
  松花
  知母
  猪腎
  狗腎
　③
－
7「血渇」
黄
芩
  紫葛
  芋根
　〔咳逆〕石蓮子
  壁銭窠
　③
－
8「下乳汁」
母猪蹄
  牛鼻
  羊肉
  鹿肉
  鼠肉
  死鼠
  鯉魚
  鮑魚汁
  蝦汁
  胡麻
  麻子
仁
  赤小豆
  豌豆
  糸瓜
  萵
苣
  白苣
  木饅頭
  通草
  貝母
  土瓜根
  栝
桜
根
  栝
桜子
  胡
荽
  繁綏
  沢
瀉
  細辛□殷蘖
  石鍾乳粉
  石膏
  王不留
行
  穿山甲
  密蜂子
  漏蘆
  飛廉
  荊三棱
　③
－
9「回乳」
　　神
麯
  大麦蘖
  繳脚布
　③
－
10「陰脱」
土瓜根
  慈石
  穿山甲
  升麻
  柴胡
  羌活
  枯
礬
  車脂
  景天
  鱉
頭灰
  人
尿
  狐陰茎
  蓖麻子
  蠍
  半夏
  白及
  鉄炉中紫塵
  茄根灰
  鉄胤粉
  羊
脂
  鯽
魚灰
  兎頭
  五倍子
  石灰
  皂莢根皮・子
  蛇床子
  老鴉蒜
  老鴉眼
晴草
 
竹根
  胡麻油
  枳殻
  鉄精
  五霊脂
  白鶏翎
  鼠尿
二六
　③
－
11「産門不合」
　　石灰　分娩・娩出時は多少なりの出血をともなうため、養血（③
－
1「補虚
活血」 ）は必要不可欠である。ここでは、玄参や何首鳥など強壮強精や消炎の薬効をもつものが多く げられており また、妊娠性高血圧（妊娠中毒症）を改善するために、杜仲や玄参のように降圧作用のあるものも列挙されている。 「血運」 （③
－
2）では、体温低下や貧血を防ぐため
に、止血作用のある茜草があげられている。百合や香附子など鎮静作用のあるものは、産後鬱や譫妄など産褥精神障害の症状改善・予防に処方されていたと考えられる。
　妊娠性高血圧や浮腫の症状（③
－
3「血気痛」 ）を改善するには、や
はり活血、解熱、解毒、駆閼血などの薬効をもつ丹参や敗醤などが名を連ねている。弛緩出血（③
－
4「下血過多」 ）は放置しておくと血管内
血液凝固症候群（
D
IC
）を発症し、生命の危険を伴う。よって、ここで
は血管収縮による止血作用をもつ貫衆や小薊などが症状改善の本草としてあげられている。
　産褥子癇を指す「風痙」 （③
－
5） 。ここでは、荊芥や羌活のように鎮
痙、白鮮皮のように鎮痛の薬効をもつものがあげられている。子癇発作による外傷防止や呼吸鎮静の役割もあり、合理的である。
　産褥熱（③
－
6「寒熱」 ）の予防として、現在では抗菌薬による化学
療法や早期診断を行うが、古代では服薬による子宮収縮や、悪露排泄がその主な治療法だったと考えられる。そのため、ここでは利尿作用のある知母や苦参などがあげられ いる。また、産褥熱による血圧上昇で嘔
吐、咳き込みなどがおこるのは虚血状態にある「血渇」 （③
－
7）から
として 黄
芩
や石蓮子などの消炎・除煩の薬効をもつものがあげられて
いる。
　娩出後、乳汁吸飲による乳頭への刺激で脳下垂体から性ホルモン・オ
キシトシンが分泌され、子宮収縮とともに乳汁が乳腺から排出される。だが古代、乳汁分泌不全であるとき、催乳作用 ある王不留行や漏蘆を（ 「下乳汁」③
－
8） 、乳汁漏出症（ 「回乳」③
－
9）のときは消化作用の
ある神
麯
や大麦蘖を処方したことがわかる。
　娩出時、ときとして子宮内反（ 「陰脱」③
－
10）がおこることがある。
現在では、投薬による子宮収縮抑制後、整復したのち、子宮収縮と止血を図る。古代では消炎、消腫作用のある升麻や柴胡、老鴉蒜で子宮収縮を図っていたものと思われる。また、子宮弛緩（ 「産門不合」③
－
11）
の状態で放置すると、血栓止血 おこらないために弛緩出血を引き起こす。現在では双手圧迫法や薬物療法などで対応するが、古代では圧迫法や石灰で 血液吸収・止血をしていたのだろう。おわりに
　周産期における妊産婦の諸症状は、現在でも生死表裏一体のものが多
く、これは古代においても同じであったことは想像に難くない。それゆえに、母子の安全を図るため、さまざまな飲食禁忌や服 禁忌を設けのであろう。とりわけ、中医学の基礎である本草に関しては、別表に示したように、周産期に関するあらゆる医書に多数記載されたとおり、 『黄
二七
帝内経素門』臓気法時論篇第二二にある、
辛散、酸収、甘緩、苦堅、鹹軟。毒薬攻邪。……（中略）……此五者、有辛酸甘苦鹹、各有所利 或散、或収、或緩、或急、或堅、或軟。四時五臓 病随五味所宜也。
を基本理念として処方されていたことが読みとれる。とりわけ、五味である辛・散・甘・苦・鹹は重要である。これに関する本草の分類は 中国最古の本草書とされる『神農本草経』以来、受け継が てきたものである。たとえば「安胎」には、苦・甘・酸の薬味をもつ本草を中心として胎児を安定させ、鎮静し、瘀血を散じている。
　同様に、 「催生」 「滑胎」には、辛・酸・甘・鹹の本草を中心に子宮収
縮を促し 分娩 誘発している。 「胎死」 「堕生胎」には、辛・甘・苦・鹹の本草を中心に、子宮収縮 促す ともに、止血を図っている。
　「補血活血」 「血運」 「血気痛」には、辛・甘・苦・鹹の本草で瘀血を
散じて血行を促し、解熱を図っており、 下血過多」には、辛 甘・苦の本草で止 ・消炎 図っている。 「風痙」 「寒熱」 「血渇」には、辛・甘・苦の本草で解熱・鎮静し、 「下乳汁」 「回乳」には、辛・甘・ 鹹の本草で血行を促して催乳を図ったり、滋養・消化で 汁過多を改善したりしている。 「陰脱」 「産門不合」には、辛 苦・鹹の本草で 解熱 消炎しつつ、子宮収縮 図っ いる である。
　これらの本草には、古代より「服薬禁忌 として妊婦の服薬を禁じて
いる瞿麦や紅花 牛膝などが多数含まれている。また、斑
蝥
や附子に代
表され 有毒なものも多数あり、なかには蓖麻子のように 少量で致死量となる
ものもある。これら孕婦薬忌として列挙されている本草は、現
在の科学では毒性の有無や筋弛緩・収縮作用や平滑筋興奮作用、利尿作用など、その薬理や成分の大部分が解明されてはいるが、薬忌歌が載せられている『婦人良方』が記された宋代や 代の『本草綱目』においては毒性の有無はさておき、薬理に関しては経験則に基づくものであったこと 想像に難くない。さらに、この孕婦薬忌にあげられている本草が、「産難」の項の「堕生胎」のほとんどと一致するのは至極当然のことであるが、 「催生」 「滑胎」 「胎死」や「産後」の項の「血運」 「血気痛」 「下血過多」 「下乳汁」 「回乳」 、 陰病 の項 「陰脱」にあげられて 薬剤の一部とも符合する。つまり、これらはすべて「毒薬攻邪」の理念基づいたものであり、周産期では、 「産難」 「産後」 おい 娩・娩出を容易にし、瘀血を散じて血行を促進しているのである。
　以上のように、本草の五味とされる辛（滋潤・拡散） ・酸（収斂） ・甘（補力・緩和） ・苦（乾燥・結集） ・鹹（瀉下・解凝）は、周産期における妊産婦の諸症状改善 ための処方にも適用さ 、現 まで受け継がれてきたのである。その処方理念は「四時五臓、病随五味所宜也」とされるように、そのときの季節や病巣のある臓腑 病の症状 如何に最も適する効能をもつ五味を選択して組み合わせ、それを処方するというものであり、また、生命安全の確保であったので 。
　上記のように、古代から継承され、発展してきた周産期に関す 本草
の薬効は、明代の李時珍の『本草綱目』によ て基本的に解明されたといえるであろう。
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註① 　南宋・陳自明編輯、明・熊宗立補遺、明・薜己校注『婦人良方校注補遺』
上海科学技術出版社、一九九一年。
② 　代表として、難波恒雄（ 『原色和漢薬図鑑（上下） 』保育社、一九八〇年）
や、真柳誠（ 「 『小品方』に見る疾病背景の分析と服薬指示
―
治療と養生の
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⑦ 　「中薬一百二十種、為臣。主養性以應人。無毒有毒。斟酌其宜。欲遏病
補羸者。本中経。 」 （ 『神農本草経』巻二、中経）
⑧ 　「下薬一百二十五種。為左使。主治病以應地。多毒不可久服 欲除寒熱
邪気破積聚愈疾者。本下経。 」 （ 『神農本草経』巻三、下経）
⑨ 　梁・陶弘景集、尚志鈞輯校『名医別録（輯校本） 』上海科学技術出版社、
一九八六年。
⑩ 　唐・蘇敬等撰、尚志鈞輯校『唐・新修本草』安徽科学技術出版社、一九
八一年。
⑪ 　宋・冦宗奭『重刊本草衍義』 （ 『 国医学大成』巻四八）上海科学技術出
版社、一九九〇年。
⑫ 　明・李時珍『本草綱目』 （史世勤、賀昌木主編、 李時珍全集』一
－ 四巻、
湖北教育出版社、二〇 四年。 ）
⑬ 　別表（ 「 『本草綱目』記載の周産期の妊産婦管理に関する漢薬」 ）にもあ
るように、桑上寄生の主な薬理は血圧降下作用や血管拡張作用、利尿作用であ 。妊娠中は通常よりも血圧が高くなり、妊娠後期には尿蛋白 尿糖も陽性になりやすいが、桑上寄生はこれらの症状の予防・改善に役立つ。また、鎮痛や強壮の薬効もある。
⑭ 　堕胎と「霍乱」の治療薬が、どちらも瞿麦の腸管興奮作用に基づくだろ
う。腸管運動が盛んになり、それに瞿麦 利尿作用が伴うと、吐瀉行為は治まる 一方、堕胎 が、腸管蠕動にともなって子宮筋も連動するためである。
⑮ 　紫
葳
・白膠・桑上寄生・鯉魚・鳥雌鶏・葱白・阿膠・生地黄
⑯ 　雄黄・雌黄・水銀・粉錫・朴消・飛生虫・溲疏・大戟・巴豆・野葛・牛
黄・藜蘆・牡丹・牛膝・桂心・皂莢・櫚茹・羊躑躅・鬼箭・槐子・薏苡仁・瞿麦・附子・天雄・烏頭・烏啄・側子・蜈蚣・地膽・斑猫・芫青・葛上亭長・水蛭 虻虫
虫・螻蛄・
蠐
螬・
猬
皮・蜥蜴・蛇蛻・蟹爪・芒消
⑰ 　槐子・桂心・滑石・貝母・
蒺
藜・皂莢・酸漿・
蚱
蝉・螻蛄・
鼺
鼠・生鼠
肝・鳥雄鶏冠血・弓弩弦・馬銜・敗醤・楡皮・蛇蛻
⑱ 　乾地黄・秦椒 敗醤 沢蘭 地楡 大豆⑲ 　石鍾乳・漏蘆・
蠐
螬・
栝蔞
・土瓜根・狗四足・猫四足
⑳ 　「烏頭
  附子
  天雄
  烏啄
  側子
  野葛
  羊躑躅
  桂
  南星
  半夏
  巴豆
  大戟
  芫
花
  藜蘆
  薏苡仁
  薇銜
  牛膝
  皂莢
  牽牛
  厚朴
  槐子
  桃仁
  牡丹皮
 
根
  茜
根
  茅根
  乾漆
  瞿麦
 
茹
  赤箭
  草三稜
 
草
  鬼箭
  通草
  紅花
  蘇木
  麦
蘗
  葵子
  代赭石
  常山
  水銀
  錫粉
  硇
砂
  砒石
  芒消
  硫黄
  石蚕
  雄黄
  水
蛭
  虻虫
  芫青
  斑
蝥
  地膽
  蜘蛛
  螻蛄
  葛上亭長
  蜈蚣
  衣魚
  蛇蛻
  蜥蜴
  飛生
 
虫
  樗鶏
  蚱
蝉
  蠐
螬
  猬
皮
  牛黄
  麝香
  雌黄
  兎肉
  蟹爪甲
  犬肉
  馬肉
  驢
肉
  羊肝
  鯉魚
  蛤蟆
  鰍
鱔
  魚
  鱉
  蟹
  生薑
  小蒜
  雀肉
  馬刀。 」 （ 『本 綱目』
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序例 　巻二「妊娠禁忌」 ）
 　「胎前
  指受孕後至分娩前的整個懐孕時期。 」 （ 『中医大辞典』編集委員会編、
『中医大辞典』婦科児科分冊、人民衛生出版社、一九八一年。 ） 　譫妄（意識が混濁し、幻覚や妄想を伴い、うわごとを言ったり、極度に恐怖や不安を訴えたりする状態） を伴う妊娠鬱病と思われる。 （ 「子煩
  病名。
見王肯堂《胤産全書》 。亦名妊娠子煩。婦女懐孕後、因血聚養胎、陰血不足、或素有痰飲、復因郁怒憂思、致使火熱乗心、神志不寧、出現心
惊
胆怯、煩
悶不安的病症。 」 （前掲 （註） ）
 　妊娠鬱病の一種と思われる。 （ 「胎
惊
夜啼
  病症名。出《医学入門》 。即夜
啼之由于胎
惊
所致者。其症毎于睡夢中
惊
醒、猝然肢体一弾而尖
嚎
作啼。夾
寒則多見于下半夜、曲腰伏臥、眼目上視、手足抽掣。夾熱多見于上半夜仰身汗出、面赤身熱。 」前掲書（註） ）
 　「安胎
  出《経効産宝》 。指対胎動不安、或有滑胎史的孕婦進行預防流産
的治療。 」 （前掲書（註） ）
 　別表参照。 　「難産
  見《諸病源候論》巻四十三。又名産難。指胎児娩出発生困難、為
各種異常産的総称。多因気滞 気虚、血滞等原因所致。 」 （前掲書（註 ）
 　「催生
  指服薬以助産母之正気、令児速生之法。 」 （前掲書（註） ）
 　ここでの「滑胎」は「習慣性流産」ではなく、 「薬を用いて分娩を容易
にする治療法」 を指す。 （ 「滑胎
  出 《経効産宝》 。治法。指用薬使胎滑易産。 」
前掲書（註） ）
 　「子死腹中
  出《諸病源候論》巻四十三。又称胎死腹中、死胎。多因跌僕
閃挫、気血逆乱。或母患熱病、熱毒伏于衝任。或誤服毒薬、薬毒傷胞。或母体素虚 衝任気血虚小。或胎児臍帯纏頚気絶致死等、致胎児死 母腹中当急下死胎。 」 （前掲書（註 ）
 　「堕胎
  病症名。出《諸病源候論》巻四十二。指婦人懐孕三月以内、由于
腎虚、血虚、気虚、血熱、郁怒或外傷、薬物中毒等因、傷及衝任、或衝任不固、胎元失養 以致妊娠中断、胎児未成形而堕下。 」 （前掲書（註） ）
 　蓖麻仁以下、生亀までの二〇種は、内服薬（市門土のみ、臨産時に酒と
ともに内服）としてではなく、塗布薬（蓖麻仁・牛屎・食塩・釜下墨・磨刀水） しくは呪いの類（本婦鞋・蟻蛭土・赤馬皮・馬銜・郎君子・飛生・石燕・厠籌・女中衣・乱発・海馬・文
鰩
魚・獺皮・生亀）である。
 　胎児の縦軸が子宮の横軸と一致する分娩で、現在でいう「横位」のこと。
古代、分娩には楊子建の「十産論」に代表されるように 十種あるとされていた。 「正産」 （月満ちて生まれる正常分娩） 、 「傷産」 （胎盤早期剥離や前置胎盤、早期破水などを誘引とするさまざまな流産 もしくは陣痛促進剤の過剰投与による胎盤剥離、稽留流産、胎児過大で産道を通過できていない遷延分娩） 「催産」 （服薬で 分娩誘発による 凍産」 （寒冷な冬季の分娩） 、 「熱産」 （盛暑の頃の分娩） 「横産」 、 「倒産」 「偏産」 （頭部ではなく、 顔面が先進するかたちの分娩 指す。現在でいう「顔位」や「額位」 ） 、 「礙産」 （臍帯が胎児の頸部・体幹部・四肢など 巻き付 現在でいう「臍帯巻絡」 ） 、 「坐産」 （坐位もしくは中腰での分娩） 、 盤腸産」 （子宮脱を伴った分娩）が 種類としてあげられており、 最後の「盤腸産」は続添されたものである。これら十産論は 胎位についての記載はあ が胎向（胎児が後ろ向き・前向きのどちらかを示す。頭位の正常な胎向 後ろ向きである。横位の場合、顔が下向き・上向きとなる。 ） ついては記されていない。よって、当時においては、分娩時、胎向は重要視されていなかったと推定できる。
 　胎児の殿部または下肢が先進する分娩で、現在でいう「骨盤位」のこと。
古代、胎児の縦軸 子宮の縦軸は上下とも 一致し 分娩直前に「転動」
三〇
して胎児と子宮の縦軸が上下反対になり、頭部が先進する正常分娩になると考えられていた。そのため、 「横産」 「倒産」 などに代表される難産は、 「転動」の失敗である されてい 。
 　現在でいう「骨盤位」の一種の「脚位」 「殿位」のこと。 「倒産」 （註）
ともいう。
 　「食塩
  塗児足、并母腹。釜下墨
  画児足。并主逆生。 」 （ 『本草綱目』主治
巻四）
 　「海馬
  文
鰩
魚
  獺皮生亀
  并臨月佩之。 」 （ 『本草綱目』主治巻四） 。この他
に、同様に臨産時に身につけると分娩が容易になるものとして赤馬皮・馬銜・郎君子・飛生・石燕（ 「赤馬皮
  臨産坐之。馬銜
  郎君子
  飛生
  石燕
  并
臨時把之。 」 ）があり、本婦鞋・蟻蛭土・牛屎・厠籌は焼成した時の異臭に依るのであろうか（ 「本婦鞋
  炙、熨腹下。蟻蛭土
  炒、搨心下。牛屎
  熱塗
腹上。并主産難、下生胎、死胎、胞衣。厠籌
  焼煙、催生） ） 。女中衣など
に至っては、その意図も不可解である（ 「女中衣
  覆井上、下胎衣。 」 ） 。
 　子宮内に死亡胎児をある程度子宮の中に長く放置しておくと、胎児と胎
盤は浸軟して組織が融解する この融 産物が母体血 に入ると末梢の小動脈に血栓と つま ため、
D
IC
（血管内血液凝固症候群。重度のもの
は急性腎不全や多臓器不全を併発 ）が起こる つまり死亡胎児症候群となるため、子宮内胎児死亡（②
－
3「胎死」 ）の際は、早急に子宮内
容物除去術を施行することが望まれ る。 『周 期の母児管理』 （島田信宏『周産期の母児管理』改訂
5版、南山堂、二〇〇三年。 ）参照。 ）
 　「産後血気痛
  病症名。指産後余血未尽、 瘀阻所致的腹痛身熱等症状。 」 （前
掲書（註） ）
 　産褥子癇のこと。 （ 「産後痙風
  病名。見《経効産宝・続編》 。多因産後血
虚、
腠
理不密、多汗復遇風邪相搏所致。症見口噤、背強如癎状、身反折、
気息如絶、頻繁発作。 」前掲書（註） ）
 　産褥熱を指す。 「産後乍寒乍熱
  病症名。見《千金要方》巻三。由産後気
血虚損、 陰陽不和或敗血留滞、 経脈阻閉、 営衛不調所致。 」 （前掲書（註） ）
 　「下乳
  出 《千金要方》 巻二。即対産婦乳汁不下或乳汁缺乏通下乳汁。 」 「催
乳
  包括通乳、下乳。指治療産後缺乳的方法。由于気血虚弱而致缺乳、症
現乳汁全無、或有而不多、乳房無脹満痛感 面白唇淡 食少便溏、治宜補血益気、佐以通乳、方用通乳丹加減。由于肝郁気滞而致缺乳、症現乳房脹満而痛甚、或身熱、精神抑郁、治宜疏肝解郁、佐以通乳、方用下乳涌泉散加減。 」 （前掲書（註） ）
 　「断乳
  見徐潤之《最新三字達生続編》巻五。又名回乳、消乳。指用薬物
中断乳汁的分泌。 」 （前掲書（註 ）
 　「産後」は、 「安胎」 「産難」 「産後」のなかで一番項目が分化しているが、
これは分娩・娩出時に前置胎盤や胎盤剥離 頚管裂傷などによる多量出血を伴うことがあり、時として産婦死亡となる。通常の出産でも多少の出血があり、体温低下となり血流が悪くなる。また 子宮が弛緩したままだと乳汁分泌が抑制され、弛緩出 を防ぐためにも子宮を収縮しなければならない。よって、補血や血行促進、催乳の項目が設けられているのである。
 　「子宮内反（子宮体部が一部もしくは全部反転すること） 」を指す。周産
期では、分娩第三期から産褥期初期に起こることがあり 大量出血および出血性ショックを引き起こす。
 　子宮弛緩症と思われる。 （ 「産門不閉
  病名。出《婦人良方大全》巻十六。
又名児門。又名玉門不閉、 陰門不閉、 産門不合。指産後陰道外口不能閉合。 」前掲書（註） ）弛緩出血 伴い、 出血量が多くなればショック状態となり、D
IC
を発症することもある。
 　「
34
－
2、蓖麻子〔薬理作用〕蓖麻子に含まれる毒性蛋白
 ricin7m
g  あ
三一
るいは毒性アルカロイド
 ricinine 、
0.16g  が成人の致死量であった。小児
はなまの蓖麻子
5～
6粒で死に至る。この
2種の物質は加熱により分解す
る。 」 （難波恒雄『原色和漢薬図鑑（上） 』保育社、一九八〇年、三〇七頁。 ）
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黄芩 シソ科コガネバナの根。 胆汁分泌促進、利尿、解毒、毛細血管透過性抑制作用。 苦、寒 消炎、解熱 安胎・補虚活血・血渇
白朮 キク科のオオバナオケラの根。 血糖値抑制、利尿、鎮静作用。 苦、甘。温。 利尿、発汗。 安胎・風痙
続断 マツムシソウ科のDipsacus asper Wall.の根。 苦。微温。 強壮、鎮痛、消炎。 安胎・血運
益母草 シソ科メハジキの全草。
子宮興奮、子宮筋伸縮・緊張の増強、緊張性弛緩・腸運
動振幅拡大、溶血作用。
辛、苦。微寒。 調経、利尿、活血。
安胎・催生・胎死
補虚活血
丹参 シソ科のSalvia miltiorrhiza Bungeの根。 各種皮膚真菌抑制作用。 苦。微寒。 活血、腸経、消腫、鎮痛。 安胎・胎死・血気通
青竹茹
タケ科のハチクまたは同属植物の竹簳の上皮を薄く剥ぎ去
り、皮下の帯緑白色部を薄く削って体綿状にしたもの。
制癌作用、抗菌作用。 甘。微寒。 解熱、涼血、鎮嘔、除煩。 安胎
竹瀝
タケ科のハチクまたは同属植物の竹簳の上皮を薄く剥ぎ去
り、皮下の帯緑白色部を薄く削って体綿状にしたもの。
甘、苦。寒。 解熱、鎮静、除煩。 安胎・下血過多
白薬子 キキョウ科のキキョウの種子。 中枢抑制、祛痰、鎮静、抗炎症、血管拡張作用。 苦、辛。平。 祛痰、鎮咳、排膿、鎮痛、解熱。 安胎
黄連 キンポウゲ科のオウレンの根を除いた根茎。
制菌、抗菌、鎮痙、子宮緊張、胆汁および膵液分泌促進、
動脈硬化予防効果、効炎症作用。
苦、寒。 消炎 安胎
知母 ユリ科のハナスゲの根茎。 血糖降下、解熱、呼吸中枢麻痺、血圧降下、溶血作用。 苦。寒。 解熱、利尿、鎮静、鎮咳、止瀉。 安胎・寒熱
枳殻
ミカン科の10種近くのCitrus属およびその近縁植物の未熟
果または成熟果。
血圧上昇、子宮抑制、子宮興奮作用。 苦、酸。微寒。 芳香性苦味健胃、祛痰、排膿、緩下。 安胎・陰脱
大棗 クロウメモドキ科のナツメまたはその品種の果実。
adenyl cyclase cyclase活性および
phosphodiesterase活性。
甘。平、温。 緩和、強壮、利尿。 安胎
縮砂仁 ショウガ科のAmomum xanthioides Wallichの種子団塊。 辛。温。 健胃、整腸。 安胎
香附子 カヤツリグサ科のハマスゲの球茎。 鎮痛、子宮収縮抑制、子宮筋緊張の弛緩作用。 辛、苦。平。 通経、浄血、鎮痛。 安胎・催生・血運
檳榔 ヤシ科のビンロウジュの成熟種子。
殺虫効果、駆虫、皮膚真菌抑制、副交感神経興奮、中枢
抑制作用。
苦、辛、渋。温。 健胃、消化、止瀉。収斂、駆虫。 安胎
益智子 ショウガ科のAlpinia oxyphylla Miq.の成熟果実。 辛。温。 芳香性苦味健胃、整腸。 安胎
大腹皮 ヤシ科のビンロウジュの成熟果実の果皮。 辛。微温。 利尿、健胃、整腸。 安胎
欅皮 ニレ科のメゲヤキ、あるいは同属植物の樹皮。 苦。寒。 解熱、利尿。 安胎
陳橘皮
ミカン科のオオベニミカンおよびコベニミカンの成熟ある
いは未成熟果皮。
毛細血管強化、血管収縮、血圧上昇作用。 苦、辛。温。 芳香性健胃、駆風、祛痰、鎮咳。 安胎
藿香 シソ科のパチョリの全草または葉。 抗菌作用（対皮膚癬筋） 辛、甘。微温。 芳香性胃健、発表。 安胎
木香
唐木香：キク科のSaussurea lappa Clarkeの乾燥根。
青木香： ウマノスズクサ科のウマノスズクサおよびマルバ
ウマノスズクサの乾燥根。
川木香：キク科のVladimiria souliei Ling の乾燥根。
土木香：キク科のVladimiria denticulata Lingの乾燥根。
抗菌、回虫駆除、降圧作用。 辛、苦。温。 健胃、利尿、発汗、鎮痛、消炎、解毒。 安胎
紫蘇 シソ科のチリメンジソおよびその品種の種子。 解熱、抗菌、血糖値上昇作用。 辛。温。 発汗、解熱、鎮咳、鎮痛。 安胎
芎藭 セリ科のLigustincum chuaxiong Hortの根茎。
局所刺激、子宮張力増大・収縮亢進、子宮収縮、血圧降
下作用。
辛。温。
温性の駆瘀血、補血、強壮、鎮静、鎮
痛。
安胎・血気痛
当帰
セリ科のカラトウキの根をヒゲ根を去ってそのまま、また
は湯通しして乾燥したもの。
動脈血流亢進、眼圧下降、平滑筋興奮、子宮組織増殖促
進、血管透過性抑制作用。
甘、辛、苦。温。 温性の駆瘀血、強壮、鎮静、鎮痛。
安胎・骨胎・胎死
補虚活血
朱砂 硫化水銀。 鎮静、皮膚細菌抑制作用。 甘。寒。 鎮静、鎮痛、解毒。 安胎
葱白
ユリ科のネギの鱗茎をそのまま、または湯通しして乾燥し
たもの。
静菌、皮膚細菌抑制作用。 辛。温。 発表、通陽、解毒。 安胎
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薤白
ユリ科のラッキョウの鱗茎をそのまま、または湯通しして
乾燥したもの。
辛。温。 去胸痛、祛痰。 安胎・補虚活血
艾葉
キク科のArtemisia argyi Levl. Et Vant、その他ヨモギな
どの全草。
顕著な体温降下、呼吸促進、血圧降下、ヒスタミンの毛
細血管透過性抑制、成長抑制作用（対グラム陽性菌・皮
膚真菌）。
苦。微温。 収斂性止血、鎮痛。 安胎・下血過多
阿膠
ウマ科のロバおよびラバ、その他ウシ科のウシなどの皮膚
を水で煮て製した膠を正品とする。
赤血球の増加、止血作用。 甘。平。 止血、消膿、止痛など。 安胎・補虚活血
黄明膠 鹿角や鹿茸から製した膠（ゼラチン質）。 赤血球の増加、止血作用。 甘。平。 止血、消膿、止痛など。 安胎
秦艽
リンドウ科のGentiana macrophylla Oall., G. decumbens 
L., G. crassicaulis Duthie et Burk.などの根。
血圧降下、抗菌、抗炎症作用。 苦、辛。平。 解熱、鎮痛、利尿。 安胎
木賊 トクサ科のトクサの全草。 食欲増進、利尿作用。 苦。平。 収斂、利尿、発汗、眼科薬。 安胎
生地黄
ゴマノハグサ科のRehmannia glutinosa Libosch. Var. 
hueichingensis Chao et Schinの肥大根。
血糖降下、瀉下、利尿作用。 生地黄：大寒。 補血、強壮、解熱。 安胎
桑寄生
ヤドリギ科のヤドリギおよびアカミヤドリギの葉をつけた
茎。
血圧降下、血管拡張、利尿作用。 苦。平。 鎮痛、強壮。 安胎
醤豆 ベンケイソウ科のオウヨウケイテンの全草。 酸。涼。 解毒、解熱、止血、利湿。 安胎
赤小豆芽 マメ科のアズキの芽。 甘、酸。平。 緩和性解毒、利尿。 安胎
桃梟 バラ科のモモ、あるいはサントウの未成熟の果実。 酸、苦。平。 止汗、鎮咳、治下血。 安胎
蓮房 スイレン科のハスの成熟した花托。 苦、渋。温。 消瘀、止血、去湿。 安胎
百草霜
雑草を燃やしたあと、竈の煙出し、あるいは煙突の内部に
附着した灰。
辛。温。 止血、消積。 安胎・下血過多
鶏子 鶏形目のキジ科のニワトリの各種品種。 甘。平。 健胃、消化、止瀉。 安胎・血運
鹿角 鹿角や鹿茸から製した膠。 赤血球の増加、止血作用。 甘。平。 止血、消膿、止痛など。 安胎・血気痛
生銀 自然銀。 大寒。 精神安定、鎮驚。 安胎
代赭石
Fe2O3を主成分とする天然の赤鉄鋼の塊。
ときに、Ti、Mg、Al、SiおよびH2Oを含む。
砒素中毒、腸蠕動運動亢進作用。 苦。寒。 補血、収斂、止血、鎮静、鎮嘔。
安胎・催生・堕生胎
下血過多
鹿茸
シカ科のマンシュウアカジカ、およびマンシュウジカの雄
のまだ角化していない、もしくはわずかに角化した幼角
（袋角）。
発育促進、造血機能促進、副交感神経末梢部の緊張亢進、
神経・筋系の機能改善、内分泌系の機能亢進、心臓機能
回復、消化器官系統の機能促進、腎臓機能の促進、筋肉
の疲労回復、神経系統の鎮静および強壮、性機能の回復
促進。
甘、（鹹）。温。 強壮、強精、鎮痛。 安胎
麋角 シカ科のキバノロの角。 甘。温。 補益、去風、催乳。 安胎
黒雌鶏 キジ科のニワトリの黒色の雌。 甘。温。 温中、益気、補精、添髄。 安胎・補虚活血
豉汁 淡豆鼓に胡椒、生姜、塩などを加えて加工したもの。 除煩熱。 安胎
大薊 キク科のノアザミに非常に近縁な種の根または全草。 血圧降下作用。 甘、苦。涼。 解熱、止血、駆瘀血。 安胎
蒲黄 ガマ科のヒメガマ、ガマ、コガマなどの成熟した花粉。 利尿作用、血管収縮作用による止血効果。 甘。平。 止血、通経、利尿。 安胎・骨胎・補虚活血
蒲蒻
ガマ科のチョウホウコウホ、あるいはその同属植物の多種
の植物の若く柔らかい茎を一部残した根茎。
甘。涼。 清熱、涼血、利水、消腫。 安胎
売子木 アカネ科のサンダンカの花。 甘、辛。涼。 清肝、活血、止痛。 安胎
菖蒲
水菖蒲：マトイモ科のショウブの根茎。
石菖蒲：サトイモ科のセキショウの根茎。
皮膚真菌抑菌作用。
石菖蒲：
辛、苦。温。
水菖蒲：芳香性健胃。
石菖蒲：鎮痛、鎮静、健胃、駆虫。
安胎
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荷鼻 スイレン科のハスの葉柄に葉身がついている部分。 苦。平。 解熱、利水、止血、駆瘀血。 安胎
糯米 イネ科のイネ、ダトウの種仁。 甘。温。 補益、治痢、止瀉。 安胎
秫米 イネ科のキビの種仁。 甘。平。 補益、止瀉、除煩。 安胎
粳米 イネ科のイネ。 抗腫瘍作用。 甘。平。 補益、健脾、和胃、除煩、止痢。 安胎
蜜蠟 ミツバチの巣を加熱・圧搾して採集した蠟。 甘。微温。 主下痢膿血、補中、益気。 安胎
熟地黄
ゴ マ ノ ハ グ サ 科 のRehmannia glutinosa Libosch. Var. 
hueichingensis Chao et Schinの肥大根を蒸して乾燥したも
の。
血糖降下、瀉下、利尿作用。 甘。微温。 補血、強壮、解熱。 安胎
苧根 イラクサ科のナンバンカラムシの根。 甘、寒。 解熱、利尿、解毒、安胎。 安胎
葵根 アオイ科のフユアオイの根。 甘、辛。寒。 清熱、解毒、利窮、通淋。 安胎
五倍子
ウルシ科のヌルデの若芽や葉上に、アブラムシ科のヌルデ
シロアブラムシが寄生し、その刺激によって葉上に生成し
た嚢状虫癭を少時熱湯に浸した後乾燥したもの。
収斂、止血、止瀉、抗菌、抑菌・殺菌作用。 酸。平。 収斂止瀉、鎮咳、止血、止汗。 安胎・陰脱
鶏卵黄 キジ科のニワトリの各種品種の卵黄。 甘。平。 健胃、消化、止瀉。 安胎・胎死
鶏肝 キジ科のニワトリの各種品種の肝臓。 甘。平。 健胃、消化、止瀉。 安胎
竜骨
新生代の化石哺乳動物の遺骸が長く地層中に埋没し、骨
格・牙・歯・角などが粗鬆質に変化した化石。
甘、渋。微寒。 収斂性鎮静。 安胎
鉄秤錘 鉄製の秤錘。 辛。温。 産褥熱を治す。 安胎・血気痛
人参
ウコギ科のオタネニンジンの細根を除いた根、またはこれ
を軽く湯通しして乾燥したもの。
副腎皮質機能強化、血圧降下、呼吸促進、実験的過血糖
の抑制、インシュリン作用増強、赤血球数およびヘモグ
ロビン増加、消化管運動亢進作用。
甘。平。 強壮、強心、健胃補精、鎮静。 安胎・催生・補虚活血
黄芪（黄耆）
マメ科のキバナオウギおよびナイモウオウギ、その他同属
植物の根。
血圧降下、利尿作用。 甘、温。 止汗、利尿、強壮。 安胎
弩弦 弩弦 平。 治難産・胞衣不下、止鼻血。 安胎
蛇蛻
ヘビ科のスジオナメラ、シュウダ、アカマダラなどの抜け
殻。
鹹、甘。平。 鎮静、解毒、抗炎症、殺虫。 安胎・催生・堕生胎
伏竜肝
黄土で作った竈の中央の焼けた土で、赤紫色多孔質のも
の。
未詳。臨床上、妊婦の悪阻に有効。 辛。微温。 鎮嘔。 安胎・胎死・血気通
井底泥 井戸の底に堆積した灰黒色の泥。 甘。寒。
清熱、解毒。妊娠中の熱病・流早産・
天疱瘡などを治す。
安胎・催生
犬尿泥 犬尿泥。 易産。 安胎
嫩巻荷葉 スイレン科のハスの若葉。
苦、渋。
平。微鹹。
清暑利湿、昇発清陽、止血。 安胎
葡萄 ブドウ科のブドウの果実。 健胆嚢。胃酸度を下げる。 甘、酸。平。 補血気、利尿、強筋骨。 安胎
蟹爪 イワガニ科のシナモクズガニの爪。 鹹。寒。 破血、消積、堕胎。
安胎・胎死・堕生胎
血気通
白芷
セリ科のカラビャクシの根を乾燥し、ひげ根を去って調整
したもの。
グラム陰性菌抑制、真菌抑制作用。 辛。温。 散風、除湿、止痛、排膿、生肌。 催生
蒺藜子 ハマビシ科のハマビシの未成熟果実。 麻酔動物の血圧降下作用。 苦。温。 利尿、消炎、浄血。 催生
貝母
主に、ユリ科のアミガサユリの鱗茎に石灰をまぶして乾燥
したもの。
呼吸運動中枢麻痺、嘔吐促進、血管収縮作用。 辛、苦。微寒。 鎮咳、祛痰、排膿。 催生・胎死・下乳汁
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麻子仁
（麻蕡）
クワ科のアサの果実。 麻酔作用。 甘。平。 緩下、鎮咳、潤燥、利尿、通経。 催生・補虚活血・下乳汁
黄麻根 シナノキ科のツナソの根。 甘。温。 利尿。 催生
塩豉 不明 不明。 催生
皂莢子 マメ科のトウサイカチの成熟果実。 辛。温。 解毒、潤和、滑痰、通便、去瘡毒。 催生・陰脱
柞木皮 イイギリ科のクスドイゲの樹皮。 苦、酸。涼。 燥湿、除熱。 催生
乳香
カンラン科のBoswellia carterii Birdw.、B. bhaw-dajiana 
Birdw.およびB. neglecta M. Mooreの幹から滲出した含油
ガム質。
抗菌作用（ex.子宮頸部縻爛）。 苦、辛。温。 鎮痛、消炎、活血、止痛。 催生
竜脳 フタバガキ科のリュウノウコウの樹脂の加工品。 止痛、防腐、抗菌作用。 辛、苦。涼。 通孔、散鬱火、去翳明目、消腫、止痛。 催生
鳳仙子 ツリフネソウ科のホウセンカの種子。 辛、（甘）。温。 鎮痛、消炎、通経。 催生
山楂核
バラ科のサンザシおよびオオサンザシ、その他その変種の
成熟果実の核。
抗菌、血管拡張、降圧、強心興奮作用。
酸、甘。
微温、（平）。
消化、止瀉、駆瘀血、鎮静。 催生
桃仁 バラ科のモモ、およびノモモの成熟した種子。 苦、甘。平。 消炎性駆瘀血。 催生・補虚活血
牛屎中大豆 ウシ科のウシの屎の中にあった大豆。 治難産。 催生
槐実 マメ科のエンジュの成熟果実。 一過性血糖値上昇作用。 苦。寒。 止血、降圧。 催生・堕生胎
舂杵糠 イネ科のイネの種皮。 甘、辛。平。 食道狭窄・脚気を治す。 催生
柑橘瓤
ミカン科のオオベニミカン、およびコベニミカンの成熟あ
るいは未成熟果皮。
興奮、血管収縮、血圧上昇、腎血管収縮および抑尿、
毛細血管強化作用。
苦、辛。温。 芳香性健胃、駆風、祛痰、鎮咳。 催生
蓮花 スイレン科のハスの蕾。 苦。平。 解熱、利水、止血、駆瘀血。 催生
胡麻 ゴマ科のゴマの成熟種子。 甘。平。 滋養強壮、粘滑、解毒。 催生・下乳汁
赤石脂
雲母源の粘土で、多量の未分解の雲母の微粉と、これの分
解によって生成したカリオナイトとの混合物を基礎成分と
し、これに酸化第二鉄を多量に含む生赤褐色で滑感のある
緻密な粘土。
甘、酸。温。 収斂性止血、鎮痛。止瀉、強壮。 催生
禹余粮 粘土を内臓する結核状の褐鉄鉱。
甘、渋（濇）。
平（微寒）。
収斂、止血、止瀉。 催生
石蟹 古生代の節足動物セキカイとその他類縁動物の化石。 鹹。寒。 清肝、明目、催生、堕胎、消腫、解毒。 催生・堕生胎
蛇黄 酸化物鉱物の褐鉄鉱の結塊。 甘。寒。 精神安定、鎮驚、止血、止痛。 催生
鰾膠
ニベ科のフウセイ、ショウオウギョ、あるいはチョウザメ
科のチュウカジン、コウギョなどの浮き袋。
甘。平。
補腎、益精、筋脈滋養、止血、散瘀、
消腫。
催生・血運
蛟髄 ワニの一種の蛟龍の髄。 有毒。 易産。 催生
白鶏距 キジ科のニワトリの白色の雄の距の部分。 甘。温。 温中、益気、補精、添髄。 催生
白雄鶏毛 キジ科のニワトリの白色の雄の羽毛。 甘。温。 温中、益気、補精、添髄。 催生
鶏子白 キジ科のニワトリの各種品種の卵白。 甘。平。 健胃、消化、止瀉。 催生・血気通
鳥鶏冠血 キジ科のニワトリの鶏冠部分の血液。 甘。温。 温中、益気、補精、添髄。 催生
兔血
ウサギ科のモウコト、トウホクト、コウゲント、カナント、
カトなどの血液。
鹹。寒。
涼血、活血、催生、易産、解熱毒（胎
虫）。
催生
兔脳
ウサギ科のモウコト、トウホクト、コウゲント、カナント、
カトなどの脳。
甘。温。 難産・凍瘡・やけど・あかぎれを治す。 催生
兔皮毛
ウサギ科のモウコト、トウホクト、コウゲント、カナント、
カトなどの皮毛。
甘。温。 やけど、灸による瘡を治す。 催生
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敗筆頭灰 敗筆の頭部を燃した灰。 微寒。 催尿、脱腸・難産を治す。 催生
鼠灰
ネズミ科のドブネズミ、ヨウシュクマネズミなど、
一般にみわれるネズミ類を焼いた灰。
甘。平。
瘡腫・過労による痩せ細り、やけどを
治す。
催生
騾蹄灰 ラバの蹄を燃した灰。 治難産。 催生
麝香 シカ科のジャコウジカの雄の麝香腺分泌物。
中枢神経興奮、心機能亢進、血圧下降、抗炎症、男性ホ
ルモン様、白血球遊走阻止作用。
辛。温。
興奮、強心、鎮痙、鎮静、排膿、解毒、
止血、消腫、散結、活血。
催生・堕生胎
羚羊角尖 ウシ科のSaiga tatarica L.などの角。 中枢神経抑制、解熱、鎮静、血圧降下作用。 鹹。寒。 鎮静、解熱、抗炎症。 催生
狗毛灰 イヌ科のイヌの毛を焼いた灰。 鹹。温。 治難産。 催生
白狗血 イヌ科のイヌの白色毛の血。 鹹。温。 治腫瘍、虚労での吐血治療。 催生
猪心血 イノシシ科のブタの血。 鹹。平。 鎮驚、補血。 催生
真珠
ウズイスガイ科のアコヤガイ、シンジュガイ、およびクロ
チョウガイなどの外套膜組織中に病的に形成された顆粒状
物質。
真珠水抽出液：交感神経興奮・副交感神経抑制、平滑筋
麻痺
真珠層の稀塩酸抽出液：抗ヒスタミン作用。
甘、鹹。寒。 解熱、鎮静、滋養、強壮、祛痰、鎮咳。 催生
鱉甲
スッポン科のシナスッポンの背および服甲の生乾品、
または軟質物（皮膚）を除した骨質乾燥品。
鹹。寒。 解熱、強壮、駆瘀血。 催生
亀甲 イシガメ科のクサガメの腹甲。 甘、鹹。寒。 滋養、強壮、解熱、止血、補腎。 催生
生亀 イシガメ科のクサガメの肉。 甘、酸。温。
治大風緩急、除湿痺風痺、止瀉血・血
痢。
催生・骨胎
海馬
ヨウジウオ科ウミウマ属のオオウミウマ、イバラタツ、大
海馬、三斑海馬の乾燥体。
男性ホルモン作用。 甘、温。平。 鎮痛、止痛。 催生・骨胎・血気痛
文鰩魚 トビウオ科のエニョウギョの肉。 甘、酸。 易産。 催生・骨胎
本婦爪甲 女性の爪。 甘、鹹。平。 催生、下胞衣、利尿、治淋疾、去目翳。 催生
人尿 人尿。 鹹。涼。 滋陰、降火、止血、消瘀。 催生・胎死・陰脱
蚕蛻紙灰 カイコガ科のカイコの孵化したあとの卵殻。 平。
吐血・鼻出血・血便・崩漏・疔腫・瘡
傷を治す。止痛。
催生
土蜂窠 ツチバチ科のドホウの巣。 利尿作用。 甘。平。 去風、攻毒、殺虫。 催生
弾丸 弾丸。 治難産。 催生
松煙墨 マツの煙に膠の汁と香料などを入れて加工精製した墨。 辛。平。 止血、消腫。
催生・胎死・血運・下血
過多
芒消
天然の含水硫酸ナトリウム、
または風化消で数％～10％ほどの瀉利塩などの塩類。
腸壁刺激による蠕動運動亢進作用、瀉下。
辛、鹹、苦。
大寒。
緩下、消化、利尿。 催生
雲母粉 珪塩酸類の鉱物、白雲母。 甘。温。 納気、堕痰、止血、斂瘡。 催生
諸鉄器 鉄器すべて。 主治難産、下胞衣。 催生
布針 布針。 主治横産。 催生
鉄鑊銹 鉄衣。 治難産。 催生
馬銜 馬用の鉄製轡。 平。 治小児痢、治難産、治壮熱。 催生・骨胎
銅弩 銅製の弩。 平。 治難産、通経。 催生
古文銭 鋳銅の古銭。 辛。平。 去翳明目、治難産（横・逆）、治心腹痛。 催生
銃楔灰 銃楔の灰。 治難産、避邪。 催生
箭桿 箭桿。 治難産。 催生
弓弩弦 弓弩弦。 平。 治難産・胞衣不下、止鼻血。 催生
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鑿柄木灰 イイギリ科のクスドイゲの樹皮を焼いた灰。 苦、酸。涼。 燥湿、除熱。 催生
破草鞋灰 破れた草鞋を焼いた灰。 催生、治霍乱、止吐瀉。 催生
簸箕 簸箕。 催生。 催生
夫裩帯 夫の下着。 治陰陽易病。 催生
車脂 不明。 辛。
催生、治霍乱、治中悪気、妊娠中の腹
痛を治す。
催生・陰脱
鍾馗左脚 鍾馗の左脚。 治難産、避邪。 催生
鹿糞
シカ科のマンシュウアカジカ、およびマンシュウジカの
糞。
甘、鹹。
温、（平）。
強精。 催生
猪膏 イノシシ科のブタの脂肪油。 甘。涼。 補虚、潤燥、解毒。 催生
五霊脂 ムササビ科の橙足鼯鼠の糞便。 多種皮膚真菌抑制、平滑筋痙攣緩解作用。 甘。温。 鎮痛、駆瘀血、鎮痙、解毒。 催生・陰脱
牛膝
懐牛膝：ヒユ科のAchyranthes bidentata Blumeの根。
川牛膝：ヒユ科のCyathula officinalis Kuanの根。
子宮筋弛緩・収縮現象、利尿、子宮運動刺激作用。 苦、酸。平。 通経、駆瘀血、利尿。 催生・堕生胎・血気通
地黄
ゴ マ ノ ハ グ サ 科 のRehmannia glutinosa Libosch. Var. 
hueichingensis Chao et Schinの肥大根をそのまま（乾地
黄）、または蒸して（熟地黄）乾燥したもの。
血糖降下、瀉下、利尿作用。
乾地黄：甘。寒。
熟地黄：甘。微温。
生地黄：大寒。
補血、強壮、解熱。 催生・補虚活血
洗児湯 産湯 下胞衣。 催生
灶突後黒土 竈の煙突があった場所の黒土か？ 不明。 催生
金箔 自然金を錘で叩き、紙状の薄片にしたもの。 辛、苦。平。 鎮心、精神安定、解毒。 催生
楡白皮 ニレ科のユジュの周皮を除いた樹皮、あるいは根皮。 甘。平。 利水、通淋、消腫。 骨胎・胎死
牽牛子 ヒルガオ科のマルバアサガオ、およびアサガオの成熟種子。 腸管蠕動運動増加、瀉下、利尿作用。 苦。寒。 峻下、利尿。 骨胎
冬葵子 アオイ科のイチビの種子。 甘。寒。 利尿、緩下、催乳。 骨胎
葵花 キク科のヒマワリ。 血管拡張、降圧、解毒作用。 去風、明目、催生。 骨胎
黄葵子 アオイ科のリュウキュウトロロアオイの種子。 微甘。涼。 止痛、解毒、消腫、排嚢。 骨胎・胎死
車前子 オオバコ科のオオバコの成熟種子。 利水、各種皮膚真菌抑制、鎮咳作用。 甘。寒。 消炎、利尿、止瀉、鎮咳、祛痰。 骨胎
蜀黍根 イネ科のショクショの根。 甘。平。 平喘、利尿、止血。 骨胎
赤小豆 マメ科のアズキの成熟種子。 甘、酸。平。 緩和性解毒、利尿。 骨胎・血気通・下乳汁
馬檳榔 フウチョウソウ科のスイビンロウ、またはバビンロウの種子。 抗菌作用（アルコール抽出物）。 甘。寒。 清熱、止渇、催生。 骨胎
慈姑 オモダカ科のオモダカの球茎。 苦、甘。微寒。 血行、通淋、下胎衣、祛痰。 骨胎・血気痛
瞿麦 ナデシコ科のカラナデシコおよびナデシコの全草。 腸管興奮、心臓抑制、血圧降下、利尿、塩化物排出量増加。 苦。寒。 消炎、利尿。 骨胎・胎死・堕生胎
酸漿子 ナス科のホオズキの果実。 解熱、強心作用。 苦。寒。 鎮咳、解熱、利尿。 骨胎
木通 アケビ科のアケビの茎。 利尿、効炎症作用。 苦。微寒。 消炎性利尿、鎮痛。 骨胎
通草
①大通草：ウコギ科のカミヤツデの茎髄
②小通草： キブシ科のStachyurus himalaicus Hook. fil. et 
Thoms.その他同属植物の茎髄
③梗通草：マメ科のAeschynomene indica L.の茎
④関木通：ウマノスズクサ科のキダチウマノスズクサの茎
⑤淮　通： ウマノスズクサ科のAristolochia kaempferi 
Willd.および同属植物の茎
⑥川木通： キンポウゲ科のClematis armandi Fr.その他同
属植物の茎
⑦木　通：アケビ科のアケビの茎
利尿、抗炎症、強心作用。 苦。微寒。 消炎性利尿、鎮痛。 骨胎・下乳汁
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沢瀉 オモダカ科のサジオモダカの塊茎。
利尿、肝脂肪蓄積抑制、血漿および肝臓のコレステロー
ル量低下作用。
甘、寒。 利尿、止瀉。 骨胎・下乳汁
預知子
アケビ科のアケビ、およびAkebia trifoliata Koidz. var. 
australis Rehd.の成熟果実。
苦。寒、（平）。 鎮痛消炎、利尿解毒、催生。 骨胎
水松 ミル科のミルの藻体。 甘、鹹。寒。 治水腫、催生。 骨胎
馬歯莧 スベリヒユ科のスベリヒユの地上部全草。 抗菌作用。 酸。寒。 消炎、散血、消腫、利尿、解毒。 骨胎・補虚活血
黄楊葉 ツゲ科のオウヨウの若葉。 治難産。 骨胎
海帯 ヒルムシロ科のアマモの全草。 結核菌抑制作用（エーテル抽出成分）。 鹹。寒。 軟堅、化痰、利水、泄熱。 骨胎
麦蘖
イネ科のオオムギの種子を発酵させたモヤシ（蘖）を乾燥
したもの。
消化作用。 甘、鹹。微寒。 消化、健胃。 骨胎
滑石
硬滑石：鉱物学上の滑石（天然含水硅酸マグネシウム）
軟滑石： 大部分が含水硅酸アルミニウムから成る 1種の粘
土鉱物、加水ハロイサイトであり、また一部はカオ
リサイト。
吸着収斂、止瀉、かさぶた形成促進作用。 甘。寒。 消炎、利尿、止瀉。 骨胎
漿水 アワを加工し、発酵してできる白色の漿液。 甘、酸。涼。 和胃、化滞、止渇。 骨胎
蜂蜜 ミツバチ科のチュウカミツホウがつくった蜜糖。 甘。平。 補中、潤燥、止痛、解毒。 骨胎
蓖麻仁 トウダイグサ科のトウゴマの成熟種子。 毒性致死。 甘、辛。平。 瀉下。 骨胎
蟻蛭土 盛り上がった場所の土。 下死胎、下胞衣。 骨胎
牛屎 ウシ科のウシの屎。 苦。寒。 治水腫・悪気・爛瘡・爛痘・脚気・霍乱。 骨胎
食塩
海水、あるいは塩井、塩池、塩泉中の塩水を煎じて日干し
してできた結晶。
鹹。寒。 涌吐、清火、涼血、解毒。 骨胎
釜下墨 釜の下の墨。 辛。温。 止血、生肌、消食積、治霍乱、下産血。 滑胎・血気痛
磨刀水 刀を磨いた水。 鹹。寒。 利尿、消熱腫。治難産（盤腸産）。 骨胎
飛生 リス科のソウゴソの全体。 微温。 主堕胎、易産。 骨胎・堕生胎
市門土 日中の町の門柵付近の土。 易産。 骨胎
鬼臼 メギ科のハッカクレンの根茎。 苦、辛。平。 祛痰、散結、解毒、駆瘀血。 胎死
紅花 キク科のベニバナの管状花。
子宮興奮現象、持続性収縮、血管収縮、腸管の一時的興
奮、アテローム性動脈硬化症予防・治療。
辛。温。 通経、浄血。 胎死・堕生胎・血運
大麦蘖
イネ科のオオムギの種子を発芽させたモヤシ（蘖）を乾燥
したもの。
消化作用。
甘、鹹。
微寒。
消化、健胃。 胎死・堕生胎・下乳汁
麦麯 麹の一種。 甘。温。
平胃気、消食痔、除煩、補虚、落胎、
治霍乱。
胎死・堕生胎
紫金藤 ニシキギ科のコンメイサンカイドウの全株、または根皮。 苦、渋。温。 続筋接骨、祛瘀、通絡。 胎死
苦瓠 ウリ科のヒョウタンの果実。 苦。寒。 利水、消腫。 胎死
雀麦 イネ科のスズメノチャヒキの茎葉。 甘。平。 治難産、駆虫、止汗。 胎死
大豆 マメ科のダイズの色の種子。 エストロゲン様作用。 甘。平。 活血、利水、去風、解毒。 胎死
胡麻油 ゴマ科のゴマの成熟種子から搾り取った脂肪油。 甘。平。 滋養強壮、粘滑、解毒。 胎死・陰脱
肉桂 クスノキ科のケイおよびその他同属植物の樹皮。
腸蠕動亢進、駆風、睡眠延長、体温降下、解熱、中枢抑
制作用。
辛、甘。温。 健胃、駆風、矯味、発汗、解熱、鎮痛。 胎死
皂莢刺灰 マメ科のトウサイカチの刺。 辛。温。 解毒、潤和、滑痰、通便、去瘡毒。 胎死
木莓根皮 バラ科のビロードイチゴの根皮。 酸。平。 醒酒、止渇、祛痰、解毒。 胎死
三
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炊蔽灰 炊蔽を焼成した灰。 下死胎、治淋。 胎死
蓖麻子 トウダイグサ科のトウゴマの成熟種子。 毒性致死。 甘、辛。平。 瀉下。 胎死・陰脱
水銀 天然水銀、もしくは辰砂鉱を煉製して採取。 消毒、瀉下、利尿作用。 辛。寒。 殺虫、攻毒、堕胎。 胎死・堕生胎
胡粉 鉛を加工した塩基性炭酸鉛。 甘、辛。寒。 消腫、殺虫、解毒、生肌。 胎死・堕生胎
硇砂 ハロゲン化合物類の塩化アンモン石の結晶。 鹹、苦、辛。温。 消積、軟堅、駆瘀血、散結。 胎死・堕生胎
丹砂 硫化水銀。 鎮静、皮膚細菌抑制作用（外用）。 甘。寒。 鎮静、鎮痛、解毒。 胎死
斑蝥
ツチハンミョウ科マダラゲンセイ属の南方大斑蝥、ヨコジ
マハンミョウの全体。
引赤、発泡、生毛、多種皮膚真菌抑制、抗腫瘍性作用。 辛。寒。 刺激、発泡、 胎死・堕生胎
夜明砂灰
ヒナコウモリ科のVespertilio superans Thomas、Plecotus 
auritus L.およびキクガシラコウモリ科のRhinolophus 
ferrumequinum Schreberの糞便。
辛。寒。 視力回復、活血、消積。 胎死
鳥鶏 キジ科のニワトリの全体。 甘。温。 温中、益気、補精、添髄。 胎死
雌鶏屎 キジ科のニワトリの雌の尿。 甘。温。 温中、益気、補精、添髄。 胎死
鹿角屑 シカ科のシカ、またはアカシカの骨化した老角を砕いたもの。 鹹。温。 血行、消腫、益腎。 胎死
羊血 ウシ科のヤギやヒツジの血液。 鹹。平。 止血、祛痰。 胎死・血気通
附子 キンポウゲ科のカラトリカブトの塊根。
呼吸中枢麻痺、心伝導障害の惹起、循環系の麻痺、知覚
および運動神経の麻痺、平滑筋弛緩作用。
辛。温。 利尿、強心。 堕生胎
天雄
キンポウゲ科のカラトリカブトの塊根、にがりおよび塩水
につけた半乾燥品、また外皮を剥ぎ2縦割してにがり水に
つけ乾燥したもの、または外皮をつけたまま輪切りにし、
にがり水につけて乾燥したものなど。
呼吸中枢麻痺、心伝導障害の惹起、循環系の麻痺、知覚
および運動神経の麻痺、平滑筋弛緩作用など。
辛。温。 利尿、強心。 堕生胎
鳥喙 キンポウゲ科のアズマイチゲの根茎。 辛。熱。 鎮痛、消腫。 堕生胎
側子
キンポウゲ科のカラトリカブトの塊根、にがりおよび塩水
につけた半乾燥品、また外皮を剥ぎ2縦割してにがり水に
つけ乾燥したもの、または外皮をつけたまま輪切りにし、
にがり水につけて乾燥したものなど。
呼吸中枢麻痺、心伝導障害の惹起、循環系の麻痺、知覚
および運動神経の麻痺、平滑筋弛緩作用。
辛。温。 利尿、強心。 堕生胎
半夏 サトイモ科のカラスビシャクの根茎の外皮を除去したもの。 鎮嘔抑制、中枢神経・運動神経末梢抑制、唾液分泌促進。 辛。温。 鎮嘔、鎮吐、鎮静、祛痰。 堕生胎・陰脱
天南星
サ ト イ モ 科 のA. heterophyllum Blume, A. ambignum 
Engler, コウライテンナンショウ、チョウセンテンナンシ
ョウなどArisaema属植物の塊茎。
鎮静、祛痰作用。 辛、苦。温。 鎮痙、祛痰、除湿、鎮痛、消腫。 堕生胎
玄胡索
ケシ科のCorydalis turtschaninovii Bess.
Forma yanhusuo Y. H. Chov et C. C. Hsuの塊茎。
麻痺、子宮収縮、鎮静、鎮痛作用。 辛、苦。温。 浄血、鎮痛、鎮痙。 堕生胎・血気痛
補骨脂 マメ科のオランダヒユの成熟種子。 辛。温。 強壮。 堕生胎
莾草 モクレン科のキョウヨウイウキョウの葉。 辛。温。 去風、消腫。 堕生胎
商陸 ヤマゴボウ科のヤマゴボウの根。
腸管蠕動亢進、全身搐弱、呼吸頻数、血圧上昇、心拍動
数減少、リンパ球幼弱化作用。
苦。寒。 利水、利尿、消腫。 堕生胎
羊躑躅 ツツジ科のヨウテキチョク。 鎮痛、降圧、殺虫作用。 辛。温。 駆風、除湿、鎮痛。 堕生胎
土瓜根 ヒルガオ科のドカの塊根。 甘。平。 利胆、止咳。 堕生胎・下乳汁・陰脱
薏苡根 イネ科のハトムギの根。
末梢血管拡張・収縮、血圧下降、アドレナリン適用後興
奮作用逆転（対子宮）、鎮痛、鎮静、解熱。
甘、淡。微寒。 利尿、排膿、消炎、鎮痛、滋養。 堕生胎
茜根 アカネ科のアカミノアカネ、およびアカネの根。 止血、止咳、祛痰、ブドウ状球菌抑制、平滑筋収縮作用。 苦。寒。 血行、止血、通経、活絡、止咳、祛痰。 堕生胎・血運
蒺藜 マメ科のAstragalus complanatus R. Brの成熟種子。 甘。温。 強壮、強精。 堕生胎
四
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茅根 イネ科のチガヤの根茎。 利尿、消炎作用。 甘、寒。 利尿、解熱、浄血、止血。 堕生胎
鬼箭羽
（射干）
アヤメ科のヒオウギの根茎。 血圧降下、脈拍増大、病的皮膚癬菌抗菌作用。 苦、寒。 消炎、鎮咳、祛痰。 堕生胎・血気痛
牡丹皮 ボタン科のボタンの根皮。 血圧降下、抗アレルギー、抗菌、効炎症、虫垂抑制作用。 辛、苦。微寒。 鎮静、鎮痛、駆瘀血。 堕生胎
茹 ダイゲキ科のロウドクダイゲキの全草。 辛。寒。 排膿悪血、除大風熱気、去熱痺。 堕生胎
大戟 アカネ科のKnoxia corymbosa Willd.の根。 苦。寒。 解毒、療瘡、瀉下。 堕生胎
薇御 キク科のLigularia Japonica (Thunb.) Lessの全草。 苦。平。 治風疾・痺通・悸気、軽身、明目。 堕生胎
黒牽牛 ヒルガオ科のマルバアサガオ、およびアサガオの成熟種子。 腸管蠕動運動増加、瀉下、利尿作用。 苦。寒。 峻下、利尿。 堕生胎
三棱
荊三棱： ミクリ科のミクリ、エゾミクリおよびヒメミクリ
の塊茎を通常外皮を剥いだもの。
黒三棱：カヤツリグサ科のヤガラ、ウキヤガラの塊茎。
苦。平。 通経、駆瘀血、鎮痛。 堕生胎・血気痛
野葛 フジウツギ科のコマントウの全草。
呼吸抑制、脊髄運動ニューロン麻痺、子宮平滑筋興奮・
抑制作用。劇毒。
辛、苦。温。 去風、攻毒、消腫、止痛。 堕生胎
藜蘆
ユリ科のVeratrum nigrum L., V. nigrum L. var. ussuriense 
Loesener、ホソバジュロソウ、およびV.puberulum Loesener 
fil., V. schindleri Loesener などVeratrum属植物の根をつ
けた根茎。
血圧降下、殺虫作用。 苦辛。寒。
催吐、鎮痛、皮膚疾患に外用、農業用
殺虫。
堕生胎
干姜
ショウガ科のショウガの根茎をそのまま、またはコルク皮
を去り蒸して乾燥したもの。
唾液中のジアスターゼ作成促進、殺菌、嘔吐抑制、運動
麻痺、血圧降下。
辛。温。
芳香性健胃、矯味、食欲増進、新陳代
謝機能促進。
堕生胎
桂心
クスノキ科のケイおよびその他同属植物の 5－ 6年の幼樹
の樹皮を乾燥・整形したもの。
腸蠕動亢進、駆風、睡眠延長、体温降下、解熱、中枢抑
制作用。
辛、甘。温。 健胃、駆風、矯味、発汗、解熱、鎮痛。 堕生胎・血気痛
皂莢 マメ科のトウサイカチの未熟果実。 溶血、皮膚真菌およびグラム陰性菌抑制作用。 辛。温。 祛痰、利尿。 堕生胎
乾漆
ウルシ科のウルシの樹皮を傷つけて滲出する漆汁を集めた
「生漆」を乾燥し、固め団塊状にしたもの。
辛、苦。温。 駆瘀血。 堕生胎・血気痛
巴豆 トウダイグサ科のCroton tiglium L.ハズの種子。 死亡率低下・生存時間延長（対流行性Ｂ型脳炎感染マウス）。 辛。温。 峻下、吐薬。 堕生胎
根 不明 不明。 堕生胎
衣魚 シミ科のセイヨウシミの全体。 鹹。温。 利尿、通淋、駆風、解毒。 堕生胎
螻蛄 ケラ科のケラの乾燥した全虫。 鹹。寒。 利水、通便。 堕生胎
虻虫 アブ科のアブ属ウシアブ／キアブ属フタスジアブ 血液凝固阻止、溶血作用。 苦。微寒。 通経、駆瘀血。 堕生胎
水蛭 ヒルド科のウマビル、チャイロビル、チスイビル。 血圧降下、子宮収縮、催リンパ、血液凝固抑制、溶血作用。 鹹、苦。平。 駆瘀血、通経。 堕生胎
虫
ゴキブリ科のシナゴキブリ、サツマゴキブリ、糞地鼈、お
よびゲンゴロウ科のコガタノゲンゴロウの全虫。
血液凝固阻止、溶血作用。 鹹。寒。 駆瘀血、鎮痛。 堕生胎
蠐螬 コフキコガネ科のチョウセンクロコガネの幼虫の全体。 子宮興奮作用、血管収縮、利尿作用。 鹹。微温。 駆瘀血。 堕生胎
蚱蝉 セミ科のコクサクの全虫。 鹹、甘。寒。 清熱、消風邪、鎮驚。 堕生胎
芫青
ツチハンミョウ科のLytta caraganae Pallas, L. chinensis 
Motschulsky, L. suturella Motschulskyなどの全虫。
皮膚真菌抑制作用。 辛。寒。 刺激、発泡、消腫。 堕生胎
地胆 ツチハンミョウ科のヒメツチハンミョウの全虫。 辛。寒。 攻毒、駆瘀血。 堕生胎
蜈蚣
オオムカデ科のタイワンオオムカデおよびアカズムカデの
全虫。
結核桿菌抑制、新陳代謝促進、筋肉痙攣拮抗、皮膚真菌
抑制作用（水浸液）。
辛。温。 祛風、鎮痛、解毒、解痙。 堕生胎
石蚕
トビケラ科のツマグロトビゲラ、またはそれに類する昆虫
の幼虫。
鹹。寒。
主五癃、破石淋、堕胎、利水、除熱、
結気を内解。
堕生胎
馬刀 マテガイ科のマテガイの貝殻。 鹹。涼。 散結、消痰、通淋。 堕生胎
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亭長 ツチハンミョウ科のマメハンミョウの全体。 辛。微温。 駆瘀血、破積。 堕生胎
蜥蜴 カナヘビ科のレイハンマセキの全体。 消癭、消瘰。 堕生胎
鶏卵白 キジ科のニワトリの各種品種。 甘。平。 健胃、消化、止瀉。 堕生胎
琉璃瓶 琉璃製の瓶。 治身熱、治目赤。 堕生胎
雄黄 硫化砒素鉱。 各種皮膚真菌抑制、ヒト・ウシ結核菌成長抑制作用。 辛、苦。温。 殺虫、殺菌、解毒。 堕生胎
雌黄
三硫化砒素鉱を主とし、通常泥質、Sb2S3、FeS2、SiO2な
どを少量含有する。
各種皮膚真菌抑制作用。 辛。平。 殺虫、殺菌、解毒。 堕生胎
朴消
天然の含水硫酸ナトリウム、または風化消で、数％～10％
ほど瀉利塩などの塩類を夾雑する。
腸蠕動運動亢進。
辛、鹹、苦。
大寒。
緩下、消化、利尿。 堕生胎
牛黄 ウシ科のウシの胆嚢もしくは胆管中に病的に生じた結石。
赤血球新生促進、中枢性鎮痙、鎮静、解熱、強心、血管
収縮・血圧上昇、血圧降下、胆汁分泌促進、心収縮亢進、
抗炎症、血管透過性抑制。
苦、（甘）。涼。 強心、鎮静、鎮痙、解熱、解毒、抗炎。 堕生胎
茶湯 ツバキ科のチャの若葉を湯に抽出したもの。
中枢神経興奮、血管拡張、平滑筋・横紋筋弛緩、利尿、
収斂。
苦、甘。涼。
清頭目、除煩渇、化痰、消食、利尿、
解毒。
堕生胎
安息香 エゴノキ科のエゴノキの樹脂。 刺激性祛痰、痰液排出促進、殺菌作用。 辛、苦。平。 刺激、祛痰、薫香、防腐。 堕生胎
芫花根
（黄大戟）
ジンチョウゲ科のフジモドキの根。 苦。寒。 峻下、利水、祛痰。 堕生胎
土牛膝根
A. obtusifolia Lam., A. rubrofusa Wight.およびヤナギイノ
コズチの根。もしくは、A. aspera L..およびA.  longifolia 
Makinoその他A. bidentata Blumeの野生品。
子宮筋弛緩・収縮現象、利尿、子宮運動刺激作用。 苦、酸。平。 通経、駆瘀血、利尿。 堕生胎
苦実把豆児
（馬銭子）
フジウツギ科のStrychnos nux-vomica L.の成熟種子を乾
燥したもの。
中枢神経興奮作用。 苦。寒。 苦味健胃、鎮痛。 堕生胎
蘇木 マメ科のスホウの心材。 収縮力増強・振幅増大、子宮抑制、嘔吐、瀉下、催眠作用。 甘、鹹。平。 駆瘀血、抗炎症、通経、鎮痛。 補虚活血
杜仲 トチュウ科のトチュウの樹皮。
血圧降下、子宮運動増強・振幅拡大・一過性の強直静止、
腸管緊張上昇・弛緩・弛緩静止。
甘。温。 強壮、強精、鎮痛。 補虚活血
澤蘭 シソ科のシロネの全草。 苦、辛。温。 婦人薬。 補虚活血
茺蔚子 シソ科のメハジキの成熟果実。 辛、甘。微温。 調経、明目、利尿。 補虚活血
何首烏 タデ科のツルドクダミの塊根。 腸管運動促進作用。 苦、甘。微温。 強壮、強精、補血、瀉下。 補虚活血
玄参 ゴマノハグサ科のScrophularia ningpoensis Hemsl.の根。 降圧作用。 苦、鹹。微寒。 消炎、治瘡。 補虚活血
蜀椒
ミカン科のZanthoxylum bungeanum Maxim. の成熟した
果皮。
局部麻酔作用。 辛。温。
芳香性健胃、消炎、利尿、局所興奮、
駆虫。
補虚活血
蚺蛇膏 ニシキヘビ亜科のボウダの脂肪。 甘。平。 風毒による癩疾・漏瘡を治す。 補虚活血
蟶 マテガイ科のアゲマキガイの全体。 甘、鹹。寒。 補陰、清熱、除煩。 補虚活血
淡菜 イガイ科のコウカクイガイと、その他のイガイ類の貝肉。 鹹。温。 補肝腎、益精血、消癭瘤。 補虚活血
童尿 人尿。 鹹。涼。 滋陰、降火、止血、消瘀。 補虚活血
羊肉 ウシ科のヤギやヒツジの肉。 甘。温。 益気、補虚、温中、暖下。 補虚活血・下乳汁
羊脂 ウシ科のヤギやヒツジの脂肪油。 甘。温。 補虚、潤燥、去風、化毒。 補虚活血・陰脱
黄雌鶏 キジ科のニワトリの黄色の雌。 甘。温。 温中、益気、補精、添髄。 補虚活血
狗頭 イヌ科のイヌの頭骨。 甘、酸。平。 血行、破気、消腫、散結。 補虚活血
繁綏 ナデシコ科のコハコベの全草。 酸。平。 浄血、催乳。 補虚活血・下乳汁
蕓薹子 アブラナ科のユサイの種子。 辛。温。 血行、破気、消腫、散結。 補虚活血
四
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紅麯
コウジカビ科の真菌シシヨクコウキクバイが粳米に寄生し
てできた紅麹米。
甘。寒。 活血、化瘀、健脾、消食積。 血運・血気痛
神麯
小麦粉60、麩100に鮮青蒿、鮮蒼耳、鮮辣蓼各12を切砕し、
赤小豆末、皮去り杏仁末各 6を加え、水を適量入れ、団子
状に練り、約 1 cmの平板状にして稲藳あるいは麻袋をか
けて一定時間発酵させ、表面に黄色の菌糸が伸びだした頃
に取り出して乾燥させ、 3 cm四方に切ったもの。
消化作用。 甘、辛。温。 滋養、消化、止瀉 血運・回乳
虎杖 タデ科のイタドリの根茎。 抗菌、抗ウイルス作用。 苦。平。 去風、利湿、駆瘀血、通経。 血運・血気痛
夏枯草 シソ科のウツボグサの花穂もしくは全草。
血圧降下、抗菌、各種皮膚真菌発育抑制、子宮収縮、腸
蠕動増強作用。
辛、苦。寒。 利尿、消炎。 血運
白紙灰 白紙を燃した灰。 甘。平。 止吐血・衄血・血崩・金瘡出血。 血運
産婦血 産婦の血。 鹹。平。 血運・吐血不下を治す。 血運
接骨木
スイカズラ科の茎を主とし、その他ニワトコ、エゾニワト
コなどの茎。
利尿、瀉下、鎮痛作用。 甘、苦。平。 鎮痛、消炎、止血、利尿。 血運
紅薬子 タデ科のモウミャクリョウの塊根。 菌抑制、抗ウイルス作用。 苦。微渋。涼。 抗菌、消炎、活血、止痛、止瀉。 血運
百合
ユリ科のLilium brownii F. E. Brown var. colchesteri Wils., 
L. brownii F. E. Br., L.  tenuifolium Fisch  ., L.  lancifolium 
Thunb., L. concolor Salisb.など、Lilium spp.の鱗茎の鱗片。
甘。平。 消炎、鎮咳、利尿、鎮静。 血運
漆器 漆器。 産後血運（血崩不止）を治す。 血運
米醋
米、麦、高梁または酒、酒糟などを醸造してできた酢酸を
含む液体。
酸、苦。温。 散瘀血、止血、解毒、殺虫。 血運
敗芒箔 竹や葦などで編成した入れ物。
産褥の血満腹腸痛、血渇、悪露不尽な
どを治す。
血気痛
三七 ウコギ科のサンシチニンジンの根。 生理、止血、抗真菌作用。 甘、苦。微温。 止血、消腫、鎮痛、消炎。 血気痛
莪茂 ショウガ科のCuecuma zedoaria Roscoeの根茎。 苦、辛。温。 芳香性健胃、興奮、駆風、鎮痛、通経。 血気痛
甘蕉根 バショウ科のバナナの根茎。 甘、渋。寒。 清熱、涼血、解毒。 血気痛
鶏冠花 ヒユ科ケイトウの花穂。 甘。涼。 止血、止瀉。 血気痛
大黄 タデ科のダイオウの根茎の外皮を除き乾燥したもの。 健胃、瀉下作用。 苦。寒。 下瘀血、平胃、利水腫、除煩熱。 血気痛
鏨菜 シソ科のセンザイの全草。 甘、辛。平。 破血、疔瘡・産後の腹痛を治す。 血気痛
蒴藋 スイカズラ科のソクズの全草、または根。 骨折の癒合促進、消腫。 甘、酸。温。 去風、除湿、活血、散瘀。 血気痛
紅藍花 キク科のベニバナの管状花。 子宮興奮、持続性収縮、血管収縮作用。 辛。温。 通経、浄血。 血気痛
羊蹄実 タデ科のギシギシ、またはキブネダイオウの果実。 苦、渋。平。 婦人薬。 血気痛
敗醤
①アブラナ科のグンバイナズナの帯果全草。
②キク科のハチジョウナの帯根全草。
苦。平（寒）。 消炎、排膿、駆瘀血。 血気痛
槐耳 マメ科のエンジュの成熟果実。 一過性血糖値上昇作用。 苦。寒。 止血、降圧。 血気痛
姜黄 ショウガ科のウコン、あるいはハルウコンの根茎。 利胆、子宮興奮、降圧、抗菌、鎮痛作用。 辛、苦。温。 駆瘀血、通経、止痛。 血気痛
郁金 ショウガ科のウコン、あるいはハルウコンの塊根。 多種真菌抑制作用、脂質代謝の活性化。 涼。苦。平。 血行、解鬱、涼血、破瘀。 血気痛
蓮薏 スイレン科のハスの成熟した種子の緑色の胚芽。 降圧作用。 苦。寒。 清心、去熱、止血、渋精。 血気痛
生姜
ショウガ科のショウガの根茎をそのまま、またはコルク皮
を去り乾燥したもの。
唾液中のジアスターゼ作成促進、殺菌、嘔吐抑制、運動
麻痺、血圧降下。
辛。微温。
芳香性健胃、矯味、食欲増進、新陳代
謝機能促進。
血気痛
三歳陳棗核
クロウメモドキ科のナツメの三年目の古核を火で炙ったも
の。
苦。平。 脛瘡、急性咽喉部潰瘍の治療。 血気痛
四
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山楂
バラ科のサンザシおよびオオサンザシ、その他その変種の
成熟果実。
抗菌、血管拡張、降圧、強心興奮作用。
酸、甘。
微温、（平）。
消化、止瀉、駆瘀血、鎮静。 催生
秦椒 ミカン科のイヌザンショウの成熟した果皮。 局部麻酔作用。 辛。温。
芳香性健胃、消炎、利尿、局所興奮、
駆虫。
血気痛
天竺桂
クスノキ科のヤブニッケイ、ジャワケイ、サンヨウコウケ
イ、あるいはセンケイなどの樹皮。
病原性真菌抑制作用。 辛。温。 暖脾胃、散風寒、通血脈。 血気痛
梫木 クスノキ科のケイ。 中枢神経（鎮静）、降圧、住血吸虫病の予防、殺菌。 辛、甘。熱。 補元陽、温脾胃、除積冷、通血脈。 血気痛
質汗 檉乳や松泪、甘草、地黄などを煮つめたもの。 甘。温。 消悪血、下血気、産後の血結を治す。 血気痛
芫花 ジンチョウゲ科のフジモドキの花。 苦。寒。 峻下、利水、祛痰。 血気通
櫚木 マメ科のカリョボクの木材、あるいは根。 辛。温。 活血、駆瘀血。 血気痛
庵 庵の屋根を覆う草。蒿科の植物。 苦。微寒。 駆瘀血、止痛、治産後血気通。 血気痛
劉寄奴 キク科のキコウの全草。 苦。温。 破血、通経、斂瘡、消腫。 血気痛
天仙藤 ウマノスズクサ科のウマノスズクサの茎葉。 祛痰、抗菌作用。 苦。温。 行気、化湿、活血、止痛。 血気痛
没薬
カンラン科のCommiphora molmol Engl.などの植物の皮部
の傷口から流出して凝固した樹脂。
各種皮膚真菌抑制、局部刺激、分泌抑制、血中コレステ
ロール量低下・体重減少（対高コレステロール症）。
苦。平。
健胃、通経、強壮、散血、駆瘀血、抗
炎症、止痛。
血気痛
荷葉
スイレン科のハスの葉を葉身の基部で切り取り、折り畳ん
だり、巻いたりして乾燥したもの。
苦。平。 解熱、利水、止血、駆瘀血。 血気痛
枳実
ミカン科のCitrus sinensis Osbeck、ウンシュウミカン、
ポンカン、ダイダイ、イーチャンレモン、およびナツダイ
ダイなどの未熟果実。
抗アレルギー、子宮興奮・抑制作用。 苦。寒。 芳香性健胃、消化。 血気痛
石刺木 クロウメモドキ科のハマナツメ。 苦。平。 去風湿、駆瘀血、解毒。 血気痛
紫荊皮 マメ科のハナズオウの樹皮。 ウイルス抑制作用。 苦。平。 活血、通経、消腫、解毒。 血気痛
琥珀
古代のマツ科植物の樹液が長期間地下に埋没し、凝固して
できた炭化水素化合物。
甘。平。
鎮驚、補血、精神安定、散瘀、止血、
利水、通淋。
血気痛
茱萸根白皮 ミカン科のゴシュユ、およびホンゴシュユ 子宮収縮、皮膚真菌抑制作用。 辛。寒。 温性の健胃、利尿、鎮嘔、鎮痛。 血気痛
升麻
キンポウゲ科のCimicifuga dahurica Mazim.、オオミツバ
ショウマおよびC. foetida L.の根茎。
鎮痛、解熱、抗炎症作用。 甘、苦。微寒。 解熱、解毒、抗炎症。 血気痛・陰脱
布 麻布、絹布、木綿。
新麻布：駆瘀血、産後血痛など。旧麻
布：固牙。
白布：治唇緊小。　青布：解毒。
血気痛
戸限下土 戸門の下の土。 産後の腹痛を治す。 血気痛
自然銅 自然銅。 辛。平。
折傷、散血、止痛、破積結、消瘀血、
排膿、続筋骨、治産後血邪、精神安定、
止惊悸。
血気痛
鉄斧 鉄製の斧。 治難産（横・逆）、下胞衣。 血気痛
石琅玕 宝玉の一種。 辛。平。 治石淋、破血、治産後悪血。 血気痛
鳥金石 石炭。 甘、辛。温。 治血気痛、治傷毒、止金傷出血。 血気痛
姜石 碳酸鈣CaCO3を主成分とする黄土中の結核。 辛。温。 治爛傷、治瘀血、泄痢、催乳。 血気痛
羚羊角 ウシ科のSaiga tatarica L.の角など。 中枢神経系統抑制、解熱、鎮痛作用。 鹹。寒。 鎮静、解熱、抗炎症、血圧降下。 血気痛
白殭蚕
カイコガ科のカイコの幼虫が白殭病菌の感染により、白殭
病で硬直死した乾燥虫体。
副腎皮質刺激、解熱、鎮咳、祛痰、鎮静、消腫、止抽搐、
神経調節作用。
鹹、辛。平。 鎮痙、鎮痛、消瘢痕。 血気痛
四
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伏翼
（夜明砂）
ヒナコウモリ科のVespertilio superans Thomas、Plecotus 
auritus L.およびキクガシラコウモリ科のRhinolophus 
ferrumequinum Schreberの糞便。
辛。寒。 視力回復、活血、消積。 血気痛
竜胎 不明 不明。 血気痛
兔頭
ウサギ科のモウコト、トウホクト、コウゲント、カナント、
カトなどの頭骨。
甘、酸。平。
治頭痛・眩暈・糖尿病・難産・悪露不
下。
下血過多・陰脱
貫衆
オシダ科のオシダ、ハクモウイノデ、エゾメシダ、クサソ
テツ、シシガシラ科のヒリュウシダ、ハイコモチシダ、コ
モチシダ、ゼンマイ科のゼンマイの根茎。
殺虫効果、呼吸中枢興奮、血管収縮、腸管および子宮収
縮、抗皮膚真菌作用。
苦。微寒。 止血、駆虫。 下血過多
紫菀 キク科のシオンの根、および根茎。 鎮咳、祛痰、抗菌、抗癌作用。 苦。温。 止咳、祛痰、温肺、下気。 下血過多
石菖蒲 サトイモ科のセキショウの根茎。 皮膚真菌抑菌作用。 辛、苦。温。 鎮痛、鎮静、健胃、駆虫。 下血過多
櫧木皮 クワ科のカジノキの樹皮の靱皮部。 甘。平。 行水、止血。 下血過多
椿白皮 センダン科のチャンチンの樹皮、あるいは根部の師部。 苦、渋。涼。 除熱、燥湿、渋腸、止血、殺虫。 下血過多
桑白皮
クワ科のクワ、カラグワの根皮のコルク層を除去して乾燥
したもの。
血圧降下、腸管および子宮運動促進、唾液腺分泌増加。 苦、甘。寒。 消炎性利尿、解熱、鎮咳。 下血過多
鳥毡皮 羽毛で作ったフェルト状の布皮。 無毒。 やけど・産後の弛緩出血を治す。止血。 下血過多
鱔魚 タウナギ科のオウセンの肉、または全体。 甘。温。 補虚損、除風湿、強筋骨。 下血過多
凌霄花 ノウゼンカズラ科のノウゼンカズラの花。 辛。微寒。 利尿、通経。 下血過多
旋覆花 キク科のオグルマおよびホソバオグルマの小頭花。 苦、辛、鹹。微温。 健胃、祛痰、鎮咳、利尿。 下血過多
紫背金盤 シソ科のキランソウの全草。 止咳、祛痰、平喘、抗菌作用。 苦、甘。寒。 止咳、化痰、清熱、涼血、消腫、解毒。 下血過多
小薊
キク科のBreea segetum Kitam.またはB. setosum Kitam.
の根もしくは全草。
血圧降下作用。 甘、苦。涼。 解熱、止血、駆瘀血。 下血過多
荊芥 シソ科のケイガイアリタソウの全草または花穂。 結核菌成長抑制、解熱作用。 辛。温。 発表、祛風、鎮痙。 風痙
羌活
（獨活）
セリ科のNotopterygium incisium TingおよびN. forbesii 
Boiss, N. forbesii Boiss. Var. oviforme Changの根茎。
辛、苦。温。 鎮痛、鎮痙、新陳代謝賦活。 風痙・陰脱
黒大豆 マメ科のダイズの黒色の種子。 エストロゲン様作用。 甘。平。 活血、利水、去風、解毒。 風痙
穭豆 マメ科のツルマメの種子。 血糖値・血中コレステロール値低下作用。 甘。涼。 補益肝腎、去風、解毒。 風痙
鶏尿 キジ科のニワトリの各種品種。 甘。平。 健胃、消化、止瀉。 風痙
白鮮皮 ミカン科のハクセンの根皮。
温刺発熱家兎の解熱、多種の病原真菌抑制、子宮平滑筋
収縮作用、心臓興奮作用。
苦。寒。 解熱、解毒、鎮痛、利胆。 風痙
地楡 バラ科のワレモコウの根。 止血、収斂作用。 苦。微寒。 止痛、止汗、除悪肉、治金瘡、止血。 風痙
鶏蘇
（蘭草）
キク科のフジバカマの帯蕾未開花時の全草。 血糖降下作用。 辛。平。 利尿、解熱、通経、化湿。 風痙
井泉石 井泉石。 甘。大寒。 解熱、消毒。 風痙
鹿肉 シカ科のシカ、またはアカシカの肉。 甘。温。 補五臓、調血脈、催乳。 風痙・下乳汁
柴胡 セリ科のミシマサイコの根。
解熱、鎮静鎮痛、鎮咳、抗炎症、カラゲニン浮腫抑制作
用。
苦。微寒、（平）。 解熱、解毒、鎮痛、消炎。 寒熱・陰脱
白馬通灰 白馬の屎を焼いた灰。 微温。 止渇、止吐血、産後の寒熱を治す。 寒熱
羖羊角灰
ウシ科のサンヨウの雄、あるいはメンヨウの雄の角を焼い
た灰。
抗悪性腫腸作用。 鹹。涼。 清熱、鎮驚、明目、解毒。 寒熱
苦参 マメ科のクララの根。 中枢神経麻痺、呼吸停止、各種皮膚真菌発育抑制作用。 苦。寒。 苦味健胃、解熱、利尿、駆虫。 寒熱
甘竹根 イネ科のハチクの根茎。 甘。涼。 清熱、涼血、化痰、止嘔吐。 寒熱
四
五
薬 名 基　　　　　源 薬 理 作 用 味　性 薬　　　　効 分　　類
松花 マツ科のバビショウ、または同属植物の花粉。 甘。温。 去風、益気、収湿、止血。 寒熱
猪腎 イノシシ科のブタの腎臓。 鹹。平。 消水腫、止痢。産褥（熱）。 寒熱
狗腎 イヌ科のイヌの腎臓。 鹹。平。 産褥（寒）。 寒熱
紫葛 ナス科のイヌホオズキの全草。 抗炎症、鎮咳、祛痰、平滑筋興奮作用。 苦。寒。 清熱、解毒、活血、消腫。 血渇
芋根 サトイモ科のサトイモの塊茎。 甘、辛。平。 消瘀、散結。 血渇
石蓮子 スイレン科のハスの成熟果実。 管状血管拡張、子宮平滑筋弛緩作用。 苦。寒。 清心、除煩、治噤口痢。 血渇咳逆
壁銭窠 ヒラタグモ科のヒラタグモの卵嚢。 鹹。平。
消炎、治瘡、吐嘔逆、治咳嗽、止歯痛、
止血。
血渇咳逆
母猪蹄 イノシシ科のブタの雌の脚部。 甘、鹹。平。 補血、通乳、托瘡。 下乳汁
牛鼻 ウシ科のウシ、もしくはスイギュウの鼻。 甘。平。 催乳。 下乳汁
鼠肉
ネズミ科のドブネズミ、ヨウシュクマネズミなど一般にみ
られるネズミ類の肉。
甘。平。
治瘡腫、過労による痩せ細り、やけど
を治す。
下乳汁
死鼠
ネズミ科のドブネズミ、ヨウシュクマネズミなど一般にみ
られるネズミ類の肉。
甘。平。
治瘡腫、過労による痩せ細り、やけど
を治す。
下乳汁
鯉魚 コイ科のコイの肉、あるいは全体。 甘。平。 利水、消腫、下気、催乳。 下乳汁
鮑魚汁 ミミガイ科のキュウコウホウ、あるいはバンダイホウの肉汁。 甘、鹹。平。 滋陰、清熱、益精、明目。 下乳汁
蝦汁 テナガエビ科のテナガエビなどのさまざまな淡水エビの肉汁。 リンパ液中のタンパク濃度上昇、凝固性下降作用。 甘。温。 補腎、壮陽、催乳、排毒。 下乳汁
豌豆 マメ科のエンドウの種子。 甘。平。 和中、下気、利尿、解瘡毒。 下乳汁
糸瓜
ウリ科のヘチマ、あるいはトカドヘチマの新鮮で若く柔ら
かい果実、あるいはよく熟した後乾かした果実。
甘。涼。 清熱、祛痰、涼血、解毒。 下乳汁
萵苣 キク科のチシャの全草。 苦、甘。涼。 健胃、整腸、利尿、催乳。 下乳汁
白苣 キク科のチシャを栽培したハクキョの茎葉。 苦。寒。 解毒、消腫、治渇。 下乳汁
木饅頭 クワ科のヘイレイの乾燥した花序托。 甘。平。 催乳、利湿、活血、消腫。 下乳汁
栝蔞根 ウリ科のシナカラスウリの根の外皮を去って乾燥したもの。 インシュリン産生促進効果。 甘。寒。 解熱、止渇、消腫、祛痰。 下乳汁
栝蔞子
ウリ科のシナカラスウリ、およびTrichosanthes multiloba 
Miqの種子。
抗癌作用。 甘。寒。 消炎、緩解、鎮咳、祛痰。 下乳汁
胡荽 セリ科のコエンドロの種子。 辛、酸、平。 健胃、発表。 下乳汁
細辛 ワマノスズクサ科のケイリンサイシンの根をつけた全草。 解熱・鎮痛・鎮静作用。 辛。温。 鎮咳、鎮痛、祛痰、利尿。 下乳汁
殷蘖 姜石。 辛。温。 治爛傷、治瘀血、止泄痢、催乳。 下乳汁
石鍾乳粉 炭酸塩類の鍾乳石。 甘。温。 温肺気、催乳、活腎。 下乳汁
石膏 硬石膏硫酸カルシウム。 解熱作用。 辛、甘。大寒。 解熱、鎮静、止渇。 下乳汁
王不留行 ナデシコ科のVaccaria pyramidata Medic.の成熟種子。 甘、苦。平。 催乳、通経、止血、鎮痛。 下乳汁
穿山甲 センザンコウ科のリョウリの鱗片。 鹹。涼。 消腫、潰癰、捜風、活絡、通経、催乳。 下乳汁・陰脱
蜜蜂子 ミツバチ科のチュウカミツホウなどの幼虫。 甘。平。 去風、解毒、殺虫。 下乳汁
漏蘆 キク科のEchinops latifolius Tauschの根。 皮膚真菌抑制作用。 鹹。寒。 解熱、解毒、抗炎症、排膿、催乳。 下乳汁
飛廉 キク科のCarduns crispus L.の全草。 血圧降下作用。 甘、苦。涼。 解熱、止血、駆瘀血、消腫。 下乳汁
荊三棱
ミクリ科のミクリ、エゾミクリおよびヒメミクリの塊茎を
通常外皮を剥いで乾燥したもの。
苦。平。 通経、駆瘀血。鎮痛。 下乳汁
繳脚布 脚を裹む布。 催乳。 回乳
慈石 四酸化三鉄Fe3O4を主成分とする酸化物類の磁鉄鉱。 辛、鹹。平。 潜陽、納気、鎮驚、精神安定。 陰脱
枯礬 明礬石を加工し、精製してできた結晶。 抗菌、抗膣トリコモナス作用。 酸、渋。寒。 消痰、燥湿、止瀉、止血、解毒、殺虫。 陰脱
四
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景天 ベンケイソウ科のベンケイセオウの全草。 苦、酸。寒。 清熱、解毒、止血。 陰脱
鼈頭灰 スッポン科のシナスッポンを焼いた灰。 鹹。平。 治脱腸、治瘡。 陰脱
狐陰茎 イヌ科のキツネの雄の外生殖器。 甘。温。 補虚、暖中、解瘡毒。 陰脱
蠍
トクササソリ科のキョクトウサソリを食塩水に入れ殺して
乾燥したもの。
痙攣抑制、持続性高圧、皮膚真菌抑制作用。 甘、辛。平。 鎮痙、鎮痛、解毒散結。 陰脱
白及 ラン科のシランの塊茎。 止血作用。 苦、甘。涼。 補肺、止血、消腫、生肌、斂瘡。 陰脱
鉄炉中紫塵 鉄炉内の灰燼。 不明。 陰脱
茄根灰 ナス科のナス根茎を焼いた灰。 抗菌作用。 甘、辛。寒。 治痢、治凍瘡、止歯痛。 陰脱
鉄胤粉 鉄と酢酸を作用させたのちに生じる銹の粉末。 鹹。平。 養血、精神安定、平肝、鎮驚。 陰脱
鯽魚頭 コイ科のフナの頭部。 甘。温。 治咳嗽・疾痢・小児口瘡・黄小瘡。 陰脱
皂莢根皮 マメ科のトウサイカチの根 溶血、皮膚真菌およびグラム陰性菌抑制作用。 辛。温。 祛痰、利尿。 陰脱
蛇床子 セリ科のオカゼリの成熟果実。 皮膚真菌抑制、性ホルモン類似作用。 辛、苦。温。 収斂性消炎。 陰脱
老鴉蒜 ユリ科のアマナの全草。 辛、甘。寒。 解毒、消腫。 陰脱
老鴉眼晴草 ブドウ科のヤブガラシの全草、または根。 レプトスピラの一種の生長を抑制。 苦、酸。寒。 清熱、利湿、解毒、消腫。 陰脱
竹根 タケ科のハチク、または同属植物の根。 制癌、抗菌作用。 甘。微寒。 解熱、涼血、鎮嘔、除煩。 陰脱
鉄精 鉄を精錬する炉内の灰燼。 辛、苦。平。 鎮驚、精神安定、消腫、解毒。 陰脱
白鶏翎 キジ科のニワトリの白の翅羽。 甘。温。 破瘀血、消腫。 陰脱
鼠尿
ネズミ科のドブネズミ、ヨウシュクマネズミなど一般にみ
られるネズミ類の尿。
甘。平。
瘡腫、過労による痩せ細り、やけどを
治す。
陰脱
石灰 石灰岩を加熱し、焼成したもの。 辛。温。 燥湿、殺虫、止血、定痛、除悪肉。 陰脱・産門不合
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